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一

五

八

七

年

の

ス

ペ

イ

ン

の

ナ

オ

船 

 
 

 
 

 

山

田

義

裕 

    

は

じ

め

に 

一

．

 

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

の

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

ナ

オ

船

の

船

体

に

つ

い

て 

二

．

 

一

六

世

紀

ス

ペ

イ

ン

の

船

体

の

設

計

基

準

「

ア

ス

・

ド

ス

・

ト

レ

ス

」 

三

．

 

船

殻

断

面

の

輪

郭

の

円

弧

に

よ

る

設

計 

四

．

 

帆

柱

と

帆

桁 

五

．

 

帆 

六

．

 

そ

の

他

の

備

品

と

軍

艦 

七

．

 

積

載

容

量

の

測

定

方

法

と

ト

ネ

ラ

ー

ダ 

八

．

 

結

論 

 は

じ

め

に 

 一

四

九

二

年

に

コ

ロ

ン

ブ

ス

は

三

隻

の

船

で

ス

ペ

イ

ン

の

パ

ロ

ス

か

ら

出

帆

し

て

大

西

洋

を

横

断

し

た

。

内

二

隻

は

、

小

型

で

ラ

テ

ン

帆

を

装

備

し

た

特

徴

豊

か

な

カ

ラ

ベ

ラ

船

で

あ

っ

た

。

も

う

一

隻

の

コ

ロ

ン

ブ

ス

が

乗

船

し

た

サ

ン

タ

・

マ

リ

ア

号

は

「

ナ

オ

」

と

言

わ

れ

る

船

で

あ

っ

た

が

、

ナ

オ

は

当

時

の

ス

ペ

イ

ン

と

ポ

ル

ト

ガ

ル

に

お

い

て

、

た

ん

な

る

一

般

的

な

船

を

指

す

言

葉

で

あ

っ

た

。

そ

れ

か

ら

百

年

以

上

の

間

、

イ

ベ

リ

ア

半

島

の

両

国

に

お

い

て

、

ナ

オ

が

大

航

海

時

代

を

代

表

す

る

船

で

あ

っ

た

。

そ

し

て

一

六

世

紀

の

ス

ペ

イ

ン

で

、

ナ

オ

が

ス

マ

ー

ト

に

な

っ

て

、

ガ

レ

オ

ン

船

が

派

生

し

た

の

で

あ

る

。 

近

代

・

現

代

に

お

け

る

厳

密

な

意

味

で

の

船

の

建

造

そ

の

も

の

で

は

な

い

が

、

船

の

構

造

及

び

設

計

と

い

う

意

味

で

の

造

船

が

ま

と

め

ら

れ

た

書

物

が

ス

ペ

イ

ン

で

現

れ

た

の

は

、

一

六

世

紀

終

り

で

あ

っ

た

。

そ

う

し

た

書

物

の

一

つ

「

航

海

指

南

書

」

が

、

一

五

八

七

年

に

、

デ

ィ

エ

ゴ

・
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ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

に

よ

っ

て

出

版

さ

れ

た

。

同

書

の

「

全

て

の

船

の

計

算

と

船

殻

に

含

ま

れ

る

も

の

に

つ

い

て

」

と

題

さ

れ

る

第

四

部

で

は

、

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

ナ

オ

船

が

、

図

面

（

「

添

付

１

」

）

付

き

で

詳

し

く

記

述

さ

れ

、

ま

た

ガ

レ

オ

ン

船

と

い

え

る

よ

う

な

ス

マ

ー

ト

な

姿

を

持

つ

一

五

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

ナ

オ

船

が

、

記

述

は

無

い

が

、

三

面

図

が

示

さ

れ

て

い

る

。

（

「

添

付

３

」

）

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

の

こ

れ

ら

の

ナ

オ

船

に

よ

っ

て

、

当

時

の

ス

ペ

イ

ン

船

を

紹

介

し

た

い

。 

デ

ィ

エ

ゴ

・

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

は

、

当

時

の

ス

ペ

イ

ン

で

最

も

造

船

が

盛

ん

で

あ

っ

た

ビ

ス

カ

ヤ

地

方

の

サ

ン

タ

ン

デ

ー

ル

に

生

ま

れ

た

。

生

年

は

不

詳

で

あ

る

。

幼

少

期

に

つ

い

て

は

全

く

不

明

で

、

青

年

に

な

っ

て

、

ス

ペ

イ

ン

領

ア

メ

リ

カ

へ

移

り

、

各

地

を

回

り

、

イ

ン

デ

ィ

ア

ス

審

議

会

に

勤

め

、

一

五

七

二

年

に

グ

ア

テ

マ

ラ

の

行

政

司

法

院

の

会

計

官

に

任

命

さ

れ

、

そ

の

二

か

月

後

に

聴

訴

官

に

昇

格

し

て

、

こ

の

職

を

一

五

七

九

年

ま

で

務

め

た

。

フ

ィ

リ

ピ

ン

へ

派

遣

さ

れ

る

計

画

が

あ

っ

た

が

、

英

国

の

海

賊

ド

レ

ー

ク

が

現

れ

た

た

め

に

実

現

し

な

か

っ

た

。

一

五

八

〇

年

に

メ

キ

シ

コ

大

学

の

学

位

を

得

る

と

共

に

宗

教

裁

判

所

の

審

議

官

を

兼

任

し

た

。

一

五

八

三

年

に

「

航

海

指

南

書

」

の

執

筆

を

終

え

て

い

る

。

晩

年

は

ス

ペ

イ

ン

本

国

へ

帰

国

し

、

一

五

九

五

年

に

故

郷

で

亡

く

な

っ

た

。 

著

作

と

し

て

は

、

「

航

海

指

南

書

」

（

一

五

八

七

年

、

メ

キ

シ

コ

に

て

出

版

、

）

と

「

軍

事

対

話

録

」

（

一

五

八

三

年

、

メ

キ

シ

コ

に

て

出

版

）

が

あ

る

他

に

、

国

王

宛

て

報

告

書

簡

「

グ

ア

テ

マ

ラ

地

方

に

関

す

る

フ

ェ

リ

ペ

国

王

へ

の

報

告

書

簡

」

（

一

五

七

六

年

三

月

八

日

付

け

）

、

「

フ

ィ

リ

ピ

ン

諸

島

の

征

服

と

平

定

に

関

す

る

国

王

宛

て

書

簡

」

（

一

五

七

八

年

）

及

び

「

海

賊

ド

レ

ー

ク

の

侵

入

に

関

す

る

国

王

宛

て

書

簡

」

（

一

五

七

九

年

四

月

三

〇

日

付

け

）

が

残

さ

れ

て

い

る

。 

デ

ィ

エ

ゴ

・

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

の

「

航

海

指

南

書

」

は

、

彼

自

身

に

擬

せ

ら

れ

る

「

ビ

ス

カ

イ

ノ

」

が

質

問

を

し

て

、

専

門

家

の

「

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

」

が

そ

れ

に

答

え

る

と

い

う

当

時

の

著

作

に

よ

く

見

ら

れ

る

二

人

の

人

物

間

の

対

話

形

式

で

書

か

れ

て

い

る

。

本

書

は

四

部

に

分

か

れ

て

お

り

、

第

一

部

か

ら

第

三

部

ま

で

が

航

海

術

を

、

第

四

部

が

主

と

し

て

造

船

を

扱

っ

て

い

る

。

巻

末

に

ア

ル

フ

ァ

ベ

ッ

ト

順

の

航

海

・

造

船

用

語

集

が

付

さ

れ

て

い

る

。

同

書

は

、

一

九

四

四

年

に

、

マ

ド

リ

ッ

ド

で

フ

ァ

ク

シ

ミ

リ

版

が

出

版

さ

れ

、

一

九

九

三

年

に

、

マ

ド

リ

ッ

ド

海

軍

博

物

館

に

よ

っ

て

、

現

代

活

字

に

移

し

変

え

た

版

が

出

版

さ

れ

て

お

り

、

本

稿

に

お

け

る

翻

訳

引

用

に

は

こ

の

二

書

を

使

用

し

た

。 

 

一

六

世

紀

終

り

か

ら

一

七

世

紀

初

頭

に

か

け

て

の

、

い

わ

ゆ

る

造

船

に

関

す

る

著

作

と

し

て

は

、

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

の

「

航

海

指

南

書

」

の

他

に

、

重

要

な

も

の

と

し

て

更

に

二

書

が

あ

る

。

ま

ず

、

一

五

七

五

年

に

エ

ス

カ

ラ

ン

テ

・

デ

・

メ

ン

ド

ー

サ

が

書

い

た

「

西

方

の

海

陸

で

の

航

海

の

路

程

」

（

以

後

「

航

海

の

路

程

」

と

略

称

す

る

）

で

あ

る

。

こ

の

書

は

、

ス

ペ

イ

ン

が

他

国

に

対

し

て

秘

密

と

し

て

い

た

ス

ペ

イ

ン

領

ア

メ

リ

カ

へ

の

航

海

の

路

程

を

含

ん

で

い

た

た

め

、

当

時

は

出

版

が

許

可

さ

れ

ず

、

活

字

に

な

っ

た

の

は

一

九

八

三

年

に

な

っ

て

か

ら

で

あ

っ
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た

。

（

マ

ド

リ

ッ

ド

海

軍

博

物

館

の

現

代

活

字

版

）

そ

し

て

一

六

一

一

年

に

セ

ビ

リ

ャ

で

、

ト

メ

・

カ

ー

ノ

の

「

軍

艦

と

商

船

の

建

造

、

武

装

、

及

び

艤

装

を

す

る

技

」

（

以

後

「

船

の

建

造

の

技

」

と

略

称

す

る

）

が

出

版

さ

れ

た

。 

 

本

稿

に

お

い

て

、

当

時

の

ス

ペ

イ

ン

船

の

部

分

あ

る

い

は

部

材

の

名

称

は

、

高

橋

正

武

編

「

西

和

辞

典

」

ま

た

は

、

逆

井

保

治

編

「

英

和

海

事

大

辞

典

」

に

お

い

て

、

該

当

す

る

英

語

が

日

本

語

に

翻

訳

さ

れ

た

も

の

を

用

い

た

。

こ

の

両

辞

典

で

、

日

本

語

の

翻

訳

が

な

い

場

合

は

英

語

を

用

い

、

そ

れ

で

も

適

当

な

英

語

が

見

当

た

ら

な

い

時

は

、

ス

ペ

イ

ン

語

を

用

い

括

弧

内

に

説

明

を

加

え

た

。

英

語

の

名

称

に

つ

い

て

は

、

①H
.P

a
a

sch

著

「Illu
stra

ted
 M

a
rin

e E
n

cy
clop

ed
ia

(

一

八

九

〇

年

版)

、

②T
re T

ry
ck

a
re

著

「T
h

e L
ore of S

h
ip

s

」

（

一

九

六

三

年

）

、

及

び

同

書

の

ス

ペ

イ

ン

語

版

「L
a

s A
rtes d

e la
 M

a
r

」

（

一

九

七

九

年

版

）

を

参

照

し

た

。 

 

当

時

の

寸

法

の

単

位

は

、

造

船

に

は

「

コ

ー

ド

」

が

用

い

ら

れ

た

が

、

こ

れ

は

カ

ス

テ

ィ

ー

リ

ャ

に

お

い

て

通

常

使

わ

れ

た

長

さ

の

単

位

で

あ

る

「

バ

ラ

」

の

三

分

の

二

の

長

さ

と

決

め

ら

れ

て

い

た

。

バ

ラ

の

二

分

の

一

の

長

さ

の

単

位

を

「

ピ

エ

」

と

言

っ

た

。

一

九

世

紀

に

メ

ー

ト

ル

法

が

導

入

さ

れ

た

際

に

、

一

バ

ラ

は

、

〇

．

八

三

五

九

メ

ー

ト

ル

と

さ

れ

た

の

で

、

一

コ

ー

ド

は

〇

．

五

五

七

三

メ

ー

ト

ル

に

相

当

す

る

。

上

記

の

「

航

海

指

南

書

」

、

「

航

海

の

路

程

」

、

「

船

の

建

造

の

技

」

の

三

書

の

記

述

は

い

ず

れ

も

こ

の

コ

ー

ド

で

行

わ

れ

て

い

る

。

そ

の

後

、

一

五

九

〇

年

の

勅

令

で

一

コ

ー

ド

に

三

二

分

の

一

コ

ー

ド

を

加

え

た

「

コ

ー

ド

・

デ

・

リ

ベ

イ

ラ

」

（

即

ち

〇

．

五

七

四

七

メ

ー

ト

ル

相

当

）

が

定

め

ら

れ

、

造

船

に

は

こ

れ

を

用

い

る

こ

と

が

規

定

さ

れ

た

。 

 

船

の

容

積

を

表

す

ト

ネ

ラ

ー

ダ

は

、

八

立

方

コ

ー

ド

の

容

積

と

定

め

ら

れ

て

お

り

、

一

．

三

八

五

立

方

メ

ー

ト

ル

に

相

当

し

た

。

こ

れ

は

ピ

パ

と

呼

ば

れ

る

二

つ

の

樽

を

置

く

の

に

必

要

な

空

間

で

あ

っ

て

、

二

つ

の

樽

の

内

容

積

で

は

な

い

。

一

五

九

〇

年

に

そ

れ

ま

で

の

コ

ー

ド

よ

り

も

三

二

分

の

一

長

い

コ

ー

ド

・

デ

・

リ

ベ

イ

ラ

の

使

用

が

造

船

に

定

め

ら

れ

た

時

に

、

一

ト

ネ

ラ

ー

ダ

も

一

．

五

一

八

立

方

メ

ー

ト

ル

相

当

と

な

っ

た

。 

 
 

 

一

．

 

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

の

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

ナ

オ

船

の

船

体

に

つ

い

て 

  

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

の

「

航

海

指

南

書

」

は

、

第

四

部

の

冒

頭

で

、

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

が

船

の

有

用

性

を

述

べ

る

と

、

ビ

ス

カ

イ

ノ

は

、

そ

の

有

用

な

船

に

つ

い

て

話

を

し

て

く

れ

る

よ

う

に

、

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

に

要

請

す

る

。

そ

れ

に

応

え

た

ビ

ス

カ

イ

ノ

は

、

船

を

人

間

の

身

体

に

例

え

た

後

で

、

造

船

に

用

い

る

寸

法

の

単

位

は

コ

ー

ド

で

あ

り

、

そ

の

コ

ー

ド

で

測

ら

れ

た

「

長

さ

、

高

さ

、

幅

」

が

船

体

の

基

本

的

な

寸

法

で

あ



  4  

る

こ

と

を

、

次

の

よ

う

に

述

べ

て

い

る

。 
「

・

・

・

寸

法

を

測

る

方

法

と

、

最

も

一

般

的

な

主

要

木

材

と

帆

柱

の

名

前

を

書

く

こ

と

が

適

切

と

考

え

ま

す

。

ま

ず

、

船

の

計

算

は

、

一

般

的

に

、

コ

ー

ド

で

行

い

ま

す

。

一

コ

ー

ド

は

、

二

ピ

エ

あ

る

い

は

三

分

の

二

バ

ラ

で

あ

り

、

こ

れ

に

よ

っ

て

、

い

か

な

る

船

で

あ

っ

て

も

、

竜

骨

は

、

長

さ

の

こ

と

で

す

が

、

何

コ

ー

ド

を

持

つ

、

甲

板

高

は

、

高

さ

の

こ

と

で

、

幾

ら

に

な

る

、

船

幅

は

幅

の

こ

と

で

、

幾

ら

に

な

る

と

計

算

を

行

い

、

ま

た

、

こ

れ

を

職

工

に

示

し

て

、

こ

う

し

て

ほ

し

い

と

頼

む

の

で

す

。

」 

 

こ

れ

に

引

き

続

い

て

、

次

の

よ

う

に

、

船

を

構

成

す

る

重

要

な

部

材

名

を

列

挙

し

て

い

る

。 

「

い

か

な

る

船

で

あ

っ

て

も

基

本

的

な

木

材

は

次

の

通

り

で

す

。

船

尾

材

、

竜

骨

、

船

首

材

、

セ

カ

ン

ド

・

フ

ト

ッ

ク

、

ト

ッ

プ

・

フ

ト

ッ

ク

、

ス

タ

ー

ン

・

ク

ラ

ッ

チ

、

フ

ト

ッ

ク

、

梁

、

細

い

梁

、

ク

ラ

ン

プ

、

船

腰

板

（

ウ

ェ

ー

ル

）

、

ビ

ー

ク

ヘ

ッ

ド

の

支

柱

、

湾

曲

材

、

湾

曲

材

を

裏

打

ち

す

る

木

材

、

Ｙ

字

形

に

股

の

開

い

た

木

材

。

キ

ー

ル

ソ

ン

、

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

・

ピ

ー

ス

、

ス

タ

ン

ダ

ー

ド

、

船

側

の

板

張

り

の

た

め

の

白

樫

材

、

甲

板

と

船

室

の

た

め

の

板

。

そ

し

て

ウ

ォ

ー

タ

ー

ウ

エ

イ

、

隙

間

を

埋

め

る

木

材

、

さ

ら

に

、

帆

柱

、

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

、

ラ

テ

ン

帆

桁

と

い

っ

た

よ

う

な

、

そ

の

他

、

個

別

の

木

材

が

あ

り

ま

す

。

」 

 

そ

し

て

、

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

容

積

の

ナ

オ

船

を

、

典

型

的

な

船

の

例

と

し

て

選

ん

で

、

そ

の

船

体

の

主

要

な

寸

法

の

記

述

が

始

ま

る

。

ト

ネ

ラ

ー

ダ

が

ピ

パ

と

呼

ば

れ

る

樽

二

個

分

が

占

め

る

容

積

で

あ

る

こ

と

も

、

こ

こ

で

告

げ

ら

れ

て

い

る

。 

「

と

こ

ろ

で

、

本

目

的

に

適

い

、

貴

殿

が

私

に

話

し

て

ほ

し

い

と

思

っ

て

お

ら

れ

る

こ

と

を

満

足

さ

せ

る

た

め

に

は

、

戦

闘

用

で

も

商

用

で

も

、

一

隻

の

船

と

し

て

容

積

と

大

き

さ

が

適

切

な

も

の

は

、

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

が

そ

れ

に

当

た

り

ま

す

。

そ

こ

で

、

こ

の

大

き

さ

で

も

っ

て

、

貴

殿

が

お

分

か

り

に

な

る

よ

う

に

お

答

え

し

て

ゆ

き

ま

し

ょ

う

。

そ

う

す

れ

ば

、

多

く

の

経

験

が

お

あ

り

で

、

な

に

ご

と

も

よ

く

御

存

じ

の

貴

殿

に

お

か

れ

て

、

そ

れ

を

適

切

な

大

き

さ

の

も

の

に

直

さ

れ

る

こ

と

で

し

ょ

う

。

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

 

―

な

お

ピ

パ

樽

二

個

が

一

ト

ネ

ラ

ー

ダ

を

為

し

ま

す

―

 

の

船

は

、

竜

骨

が

船

首

材

と

船

尾

材

に

接

合

す

る

両

端

の

所

の

間

に

お

い

て

、

三

四

コ

ー

ド

の

竜

骨

が

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

船

幅

は

一

六

コ

ー

ド

で

、

竜

骨

の

ほ

ぼ

半

分

で

す

。

格

子

網(

ハ

レ

タ)

を

有

し

な

い

場

合

、

こ

の

容

積

の

船

は

、

甲

板

高

が

一

一

コ

ー

ド

半

で

す

が

、

こ

れ

は

上

記

の

竜

骨

の

三

分

の

一

で

す

。

格

子

網

を

有

す

れ

ば

、

こ

れ

は

高

さ

を

増

す

の

で

、

更

に

三

コ

ー

ド

を

加

え

る

必

要

が

あ

り

、

全

部

で

一

四

半

と

な

り

ま

す

。

そ

し

て

、

こ

の

甲

板

高

に

関

し

て

は

、

こ

の

船

の

船

殻

が

、

家

で

言

え

ば

複

数

の

階

に

相

当

す

る

複

数

の

甲

板

に

分

け

ら

れ

る

こ

と

を

知

ら

ね

ば

な

り

ま

せ

ん

。

竜

骨

か

ら

高

さ

方

向

に

数

え

て

、

最

初

の

甲

板

に

は

、

そ

の

内

側

に

分

厚

い

板

が

何

枚

か

据

え

ら

れ

、

副

梁

受

け

材

と

呼

ば

れ

ま

す

。

こ

れ

ら

の

上

に

梁

と

呼

ぶ

、

い

く

ら

か

分

厚

い

、

然

る

べ

き

木

材

が

何

枚

か

据

え

ら

れ

ま

す

。

こ

れ

ら

が

最

初

の

区
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分

を

為

し

、

甲

板

高

で

の

四

コ

ー

ド

半

と

な

り

、

こ

れ

は

三

樽

の

高

さ

で

す

。

二

番

目

の

区

分

と

し

て

、

第

一

甲

板

と

呼

ば

れ

る

も

の

が

形

成

さ

れ

、

同

様

な

や

り

方

で

作

ら

れ

ま

す

。

こ

の

甲

板

は

上

記

の

梁

か

ら

、

三

コ

ー

ド

あ

り

、

二

樽

を

必

要

と

す

る

高

さ

で

す

。

二

番

目

の

甲

板

は

、

デ

ッ

キ

と

呼

び

、

第

三

番

の

区

分

で

、

さ

ら

な

る

三

コ

ー

ド

を

有

し

、

全

部

で

一

〇

コ

ー

ド

半

と

な

り

、

そ

れ

に

複

数

の

梁

の

厚

さ

が

占

め

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

二

つ

の

甲

板

迄

で

、

も

し

船

が

格

子

網

を

有

し

な

い

な

ら

ば

、

上

で

述

べ

た

よ

う

に

な

る

の

で

、

さ

ら

な

る

三

コ

ー

ド

を

加

え

る

こ

と

は

し

な

い

で

、

一

一

コ

ー

ド

と

な

り

ま

す

。

帆

が

目

に

映

り

、

船

乗

り

達

が

操

船

す

る

の

が

こ

の

デ

ッ

キ

の

上

で

す

。

そ

し

て

、

そ

の

下

に

は

船

客

達

と

軍

人

が

居

り

ま

す

。

」 

 

船

体

の

基

本

的

な

寸

法

で

あ

る

「

長

さ

、

高

さ

、

幅

」

が

、

長

さ

は

竜

骨

の

長

さ(Q
)

＝

三

四

コ

ー

ド

で

、

高

さ

は

船

底

か

ら

デ

ッ

キ

ま

で

の

甲

板

高(P
)

＝

一

一

コ

ー

ド

半

で

、

船

体

の

幅

は

船

幅(M
)

＝

一

六

コ

ー

ド

で

示

さ

れ

て

い

る

。

「

添

付

１

」

の

「

航

海

指

南

書

」

所

載

の

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

ナ

オ

船

の

図

面

に

、

基

本

項

目

、

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

と

し

て

の

重

要

項

目

、

甲

板

等

を

書

き

込

ん

だ

の

で

参

照

願

い

た

い

。 

 

甲

板

に

つ

い

て

、

空

間

の

順

番

の

番

号

と

甲

板

の

順

番

の

番

号

が

分

り

難

い

と

思

わ

れ

る

の

で

、

甲

板

に

つ

い

て

補

足

説

明

を

す

る

。

「

竜

骨

か

ら

高

さ

方

向

に

数

え

て

、

最

初

の

甲

板

、

そ

の

内

部

側

に

分

厚

い

板

が

何

枚

か

据

え

ら

れ

、

副

梁

受

け

材

と

呼

ば

れ

ま

す

。

こ

れ

ら

の

上

に

梁

と

呼

ぶ

、

か

な

り

分

厚

い

、

然

る

べ

き

木

材

が

何

枚

か

据

え

ら

れ

ま

す

」

と

あ

る

「

竜

骨

か

ら

・

・

・

最

初

の

甲

板

」

ま

で

の

四

コ

ー

ド

半

あ

る

部

分

は

船

倉

で

あ

る

。

副

梁

受

け

材

（

ビ

ー

ム

・

ク

ラ

ン

プ

）

は

、

船

尾

・

船

首

の

方

向

に

据

え

ら

れ

た

梁

で

、

そ

の

上

に

船

の

幅

方

向

で

の

梁

が

据

え

付

け

ら

れ

る

。

そ

の

梁

の

上

に

は

板

を

敷

き

詰

め

、

甲

板

を

形

成

し

て

い

る

が

、

そ

の

板

は

取

り

外

す

こ

と

が

出

来

る

も

の

で

、

正

式

に

は

甲

板

と

は

数

え

ら

れ

な

い

。

そ

の

三

コ

ー

ド

上

の

高

さ

に

あ

る

甲

板

は

第

一

甲

板

と

呼

ば

れ

、

敷

板

が

梁

に

打

ち

付

け

ら

れ

固

定

さ

れ

て

お

り

、

こ

れ

を

「

固

定

さ

れ

た

甲

板

」

と

言

い

、

正

式

な

甲

板

と

さ

れ

る

。

第

一

甲

板

の

三

コ

ー

ド

上

の

高

さ

に

あ

る

第

二

甲

板

も

敷

板

が

固

定

さ

れ

た

正

式

な

甲

板

で

、

二

つ

の

正

式

な

甲

板

を

有

す

る

こ

の

船

の

場

合

、

こ

の

第

二

甲

板

は

「

最

上

甲

板

」

、

「

主

甲

板

」

あ

る

い

は

「

デ

ッ

キ

」

と

も

呼

ば

れ

る

。

船

底

か

ら

最

上

甲

板

、

即

ち

第

二

甲

板

ま

で

の

高

さ

を

「

甲

板

高

」

と

称

し

、

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

は

最

初

に

こ

れ

が

一

一

．

五

コ

ー

ド

で

あ

る

と

言

っ

て

い

る

。

そ

し

て

下

か

ら

三

つ

の

空

間

、

即

ち

、

船

倉

、

第

一

甲

板

と

そ

の

床

（

船

倉

の

天

井

）

の

空

間

、

そ

し

て

第

二

甲

板

と

第

一

甲

板

と

の

間

の

空

間

の

高

さ

の

合

計

が

、

四

．

五

＋

三

＋

三

＝

一

〇

．

五

コ

ー

ド

と

述

べ

て

い

る

が

、

こ

れ

に

は

板

厚

を

含

ん

で

い

な

い

の

で

、

一

一

．

五

と

一

〇

．

五

と

の

差

の

一

コ

ー

ド

（

〇

．

五

五

七

三

メ

ー

ト

ル

）

は

二

つ

の

甲

板

と

一

つ

の

船

倉

の

天

井

に

あ

た

る

梁

上

に

敷

い

た

取

り

外

せ

る

板

の

三

枚

の

敷

板

の

厚

さ

と

な

る

。

し

が

っ

て

、

一

枚

の

敷

板

の

厚

さ

は

三

分

の

一

コ

ー

ド

（

一

八

．

六

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

）

と

な

る

。

と

こ

ろ

が

、

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

は

「

二

つ

の

甲

板

迄

で

・

・

・

一

一

コ

ー

ド

」

に

な

る

と

も

書

い

て

い

る

が

、

こ

の

場

合

は

一

枚

の

板

厚

が
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六

分

の

一

コ

ー

ド

（

九

．

二

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

）

で

薄

す

ぎ

る

の

で

、

甲

板

高

は

一

一

．

五

コ

ー

ド

が

正

し

い

と

考

え

る

。 

 

格

子

網

（

ハ

レ

タ

）

に

つ

い

て

は

第

三

三

章

「

軍

艦

に

つ

い

て

」

に

お

い

て

、

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

は

次

の

よ

う

な

説

明

を

し

て

い

る

。

「

こ

の

最

上

甲

板

（

即

ち

デ

ッ

キ

）

の

上

に

、

既

に

述

べ

ま

し

た

が

、

商

用

の

船

で

あ

れ

ば

、

木

材

と

ロ

ー

プ

の

網

で

も

っ

て

格

子

網

が

作

ら

れ

ま

す

。

た

だ

、

艦

隊

（

ア

ル

マ

ダ

）

用

の

船

で

あ

れ

ば

、

こ

の

甲

板

上

に

、

も

う

一

つ

、

両

舷

で

高

さ

が

三

コ

ー

ド

、

真

中

で

四

コ

ー

ド

の

敵

を

欺

く

た

め

の

も

の

を

作

る

こ

と

が

必

要

で

す

。

こ

れ

は

タ

ー

ル

を

塗

っ

た

細

い

糸

で

出

来

た

目

の

細

か

い

ロ

ー

プ

の

網

で

、

一

本

ず

つ

が

各

舷

側

に

、

も

う

一

本

が

真

中

に

あ

る

三

本

の

鎖

の

上

と

、

両

側

に

固

定

さ

れ

た

柱

と

、

真

中

で

上

下

さ

せ

ら

れ

る

支

柱

の

上

に

置

か

れ

、

船

尾

か

ら

船

首

ま

で

達

し

て

い

ま

す

。

敵

船

が

横

付

け

し

て

、

そ

の

格

子

網

の

上

に

人

を

飛

び

移

ら

せ

る

と

、

固

定

し

て

あ

っ

た

格

子

網

か

ら

、

簡

単

に

一

瞬

に

し

て

、

支

柱

が

倒

れ

ま

す

。

」

「

船

の

横

腹

の

よ

う

に

見

え

る

絵

を

描

い

た

亜

麻

布

で

も

っ

て

格

子

網

の

下

を

覆

い

、

あ

た

か

も

三

尋

の

舷

側

が

あ

る

か

の

如

く

に

し

ま

す

。

・

・

・

敵

の

者

達

を

罠

に

陥

れ

る

た

め

で

す

。

」 

 

こ

の

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

の

説

明

に

対

し

、

ビ

ス

カ

イ

ノ

が

、

「

長

さ

、

高

さ

、

幅

」

の

次

に

、

船

の

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

と

し

て

設

計

上

重

要

な

項

目

を

挙

げ

て

い

る

。 

「

・

・

・

貴

殿

が

さ

れ

た

計

算

は

結

構

な

も

の

で

、

そ

れ

に

よ

っ

て

、

数

字

・

数

量

を

足

し

た

り

引

い

た

り

が

で

き

ま

す

。

し

か

し

、

貴

殿

も

ご

存

じ

の

よ

う

に

、

い

か

な

る

船

で

あ

っ

て

も

、

必

要

以

上

に

開

い

て

い

る

か

閉

じ

て

い

る

か

、

す

な

わ

ち

、

ラ

ン

サ

ン

テ

（

竜

骨

の

端

か

ら

立

ち

上

が

る

船

首

材

の

湾

曲

が

前

に

、

船

尾

材

の

傾

斜

が

後

方

に

、

竜

骨

両

端

か

ら

そ

れ

ぞ

れ

突

き

出

し

て

い

る

平

面

図

上

で

の

長

さ

の

こ

と

。

）

が

大

き

す

ぎ

な

い

か

、

デ

ル

ガ

ー

ド

（

平

面

図

上

で

見

て

、

船

底

幅

が

船

首

及

び

船

尾

へ

向

か

っ

て

次

第

に

狭

く

な

っ

て

ゆ

く

こ

と

）

と

（

竜

骨

の

中

央

部

付

近

に

据

え

る

）

重

要

肋

材

、

両

ラ

セ

ー

ル

（

船

腹

が

船

底

か

ら

甲

板

に

向

か

っ

て

大

き

く

な

っ

て

行

く

際

に

、

船

首

材

及

び

船

尾

主

材

と

交

わ

る

二

つ

の

点

の

そ

れ

ぞ

れ

の

竜

骨

か

ら

の

高

さ

。

）

、

そ

し

て

船

腹

線

と

い

う

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

が

正

し

い

も

の

と

な

っ

て

い

る

為

に

は

、

も

っ

と

明

確

な

規

則

が

与

え

ら

れ

る

必

要

が

あ

る

の

か

ど

う

か

、

あ

る

い

は

お

っ

し

ゃ

っ

た

こ

と

で

十

分

で

あ

る

の

か

ど

う

か

、

私

に

は

わ

か

り

ま

せ

ん

が

、

操

船

が

悪

く

、

そ

れ

に

他

の

悪

条

件

が

重

な

っ

て

、

多

く

の

損

失

、

そ

し

て

死

が

常

に

生

じ

て

い

ま

す

。

し

た

が

っ

て

、

も

っ

と

明

確

に

す

る

た

め

に

、

貴

殿

に

お

か

れ

て

は

、

容

積

が

こ

れ

よ

り

も

小

さ

い

船

の

例

示

を

別

に

し

て

い

た

だ

き

た

く

・

・

・

」 

 

船

腹

線

を

ス

ペ

イ

ン

語

で

は

「

エ

ス

コ

ー

ラ

」

と

言

い

、

各

肋

材

の

最

大

幅

の

所

を

繋

い

だ

ラ

イ

ン

の

こ

と

で

、

こ

の

線

が

海

水

面

と

重

な

る

こ

と

が

、

風

上

へ

間

切

る

時

の

船

の

横

傾

斜

（

ヒ

ー

ル

）

の

限

界

の

目

安

と

考

え

ら

れ

て

い

た

。

「

良

い

エ

ス

コ

ー

ラ

を

持

つ

」

こ

と

が

、

帆

走

性

能

上

重

要

視

さ

れ

た

。 
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こ

の

後

、

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

は

小

さ

い

船

の

例

と

し

て

西

イ

ン

ド

海

域

各

地

方

の

様

々

な

船

を

説

明

す

る

が

、

こ

れ

に

つ

い

て

は

割

愛

す

る

。

そ

し

て

、

ビ

ス

カ

イ

ノ

が

挙

げ

た

船

の

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

上

で

重

要

な

項

目

に

、

更

な

る

項

目

を

追

加

し

て

、

船

体

を

設

計

す

る

上

で

の

留

意

点

を

述

べ

て

い

る

。

ま

ず

は

竜

骨

の

中

央

部

の

前

後

に

据

え

ら

れ

る

重

要

肋

材

に

つ

い

て

で

あ

る

。 

 

「

船

を

建

造

す

る

に

当

た

っ

て

、

然

る

べ

き

計

算

を

せ

ず

に

、

自

己

流

で

、

ま

た

は

、

種

々

な

航

海

の

た

め

と

い

う

理

由

で

、

船

を

注

文

す

る

人

が

い

ま

す

。

し

か

し

、

私

は

、

最

上

の

船

乗

り

が

、

自

分

で

最

も

満

足

す

る

選

択

と

思

う

で

あ

ろ

う

こ

と

を

言

っ

て

い

る

の

で

す

。

船

が

有

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

最

も

必

要

な

事

柄

の

中

の

一

つ

は

、

私

が

言

っ

た

こ

と

か

ら

推

測

し

て

い

た

だ

け

る

よ

う

に

、

孕

み

綱

を

張

れ

る

た

め

の

、

操

舵

、

船

側

、

そ

し

て

デ

ル

ガ

ー

ド

で

す

。

操

舵

が

簡

単

で

あ

る

た

め

に

は

、

次

の

よ

う

で

あ

る

こ

と

が

適

切

で

す

。

我

々

の

船

の

最

初

の

重

要

肋

材

か

ら

、

船

尾

側

で

六

本

の

木

材

が

あ

り

、

そ

こ

か

ら

ラ

セ

ー

ル

の

デ

ル

ガ

ー

ド

が

始

ま

っ

て

、

船

尾

材

に

お

い

て

幾

分

湾

曲

し

て

終

わ

っ

て

お

り

、

高

さ

は

六

コ

ー

ド

と

三

分

の

二

で

、

こ

れ

は

竜

骨

の

五

分

の

一

に

あ

た

り

ま

す

。

そ

し

て

、

船

首

側

の

デ

ル

ガ

ー

ド

で

す

が

、

最

初

の

重

要

肋

材

か

ら

先

へ

九

本

の

木

材

の

所

か

ら

始

ま

り

、

船

首

材

に

お

い

て

幾

分

湾

曲

し

て

終

わ

り

ま

す

。

」 

 

こ

の

説

明

か

ら

、

重

要

肋

材

は

船

尾

側

の

六

本

と

船

首

側

の

八

本

の

合

計

一

四

本

か

ら

成

る

こ

と

が

分

か

る

。

こ

れ

ら

の

肋

材

の

間

に

は

、

肋

材

の

太

さ

と

同

じ

長

さ

の

隙

間

が

一

三

あ

っ

た

。

そ

の

後

一

六

一

三

年

と

一

六

一

八

年

の

勅

令

で

は

、

重

要

肋

材

を

数

え

る

際

に

、

こ

の

隙

間

も

数

に

数

え

て

い

る

。

例

え

ば

、

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

の

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

船

で

あ

れ

ば

、

「

重

要

肋

材

は

二

七

」

と

い

う

こ

と

に

な

る

の

で

、

注

意

を

要

す

る

。

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

は

次

に

、

船

首

が

前

に

、

船

尾

が

後

ろ

に

向

か

っ

て

竜

骨

か

ら

突

き

出

し

て

い

る

寸

法

で

あ

る

ラ

ン

サ

ン

テ

に

つ

い

て

述

べ

、

竜

骨

の

長

さ

に

二

つ

の

ラ

ン

サ

ン

テ

の

寸

法

を

加

え

た

も

の

を

船

の

「

全

長

」

と

し

、

全

長

（E

）

＝

五

一

と

三

分

の

一

コ

ー

ド

と

し

て

い

る

。

全

長

は

、

竜

骨

の

長

さ

、

甲

板

高

、

船

幅

に

加

え

、

船

の

四

番

目

に

重

要

な

寸

法

で

あ

る

。

そ

し

て

船

尾

側

の

最

後

の

肋

材

で

あ

る

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

・

ピ

ー

ス

と

船

首

の

ビ

ー

ク

ヘ

ッ

ド

の

記

述

に

及

ぶ

。 

「

船

尾

材

は

先

端

が

外

に

突

き

出

さ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で

、

（

平

面

図

上

の

長

さ

で

）

五

と

三

分

の

二

コ

ー

ド

外

に

突

き

出

し

て

お

り

、

こ

れ

は

竜

骨

の

六

分

の

一

に

あ

た

り

ま

す

。

船

首

材

は

、

船

尾

材

の

（

平

面

図

上

の

長

さ

で

）

二

倍

分

が

外

へ

突

き

出

し

て

い

ま

す

。

こ

れ

ら

の

二

つ

の

長

さ

を

竜

骨

の

長

さ

に

加

え

て

、

船

尾

材

か

ら

船

首

材

ま

で

五

一

と

三

分

の

一

コ

ー

ド

の

長

さ

を

有

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

そ

し

て

、

船

尾

と

船

首

の

高

さ

と

は

同

じ

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

を

為

す

の

で

、

船

尾

の

最

後

部

を

形

成

す

る

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

・

ピ

ー

ス

は

、

前

述

し

た

六

と

三

分

の

二

コ

ー

ド

の

高

さ

に

お

い

て

、

船

尾

材

の

上

に

据

わ

り

、

こ

れ

ら

の

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

・

ピ

ー

ス

が

、

高

さ

に

一

二

コ

ー

ド

を

加

え

る

の

で

、

六

と

三

分

の

二

コ

ー

ド

と

合

わ

せ

て

、

一

八

コ

ー

ド

と

三

分

の

二

と

な

り

ま

す

。

（

船

首

側

の

）

こ

の

高

さ

の

所

に

、

ボ

ー

ス

プ

リ

ッ

ト

を

受

け
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る

カ

ラ

ー

・

ビ

ー

ム

と

言

う

部

材

が

据

わ

り

、

（

そ

の

幅

は

）

七

コ

ー

ド

と

三

分

の

二

と

な

り

ま

す

が

、

こ

れ

は

船

が

有

す

る

船

幅

の

ほ

ぼ

半

分

で

す

。

そ

し

て

カ

ラ

ー

・

ビ

ー

ム

が

据

わ

っ

た

後

と

同

じ

高

さ

に

、

船

首

材

が

据

わ

り

ま

す

が

、

そ

れ

は

荷

重

を

適

切

な

も

の

に

し

、

釣

り

合

い

を

良

く

す

る

た

め

で

す

。

そ

の

船

首

材

の

上

に

ビ

ー

ク

ヘ

ッ

ド

の

支

柱

の

一

本

が

置

か

れ

ま

す

。

」 
次

に

、

船

殻

の

中

心

を

形

成

す

る

一

四

本

の

重

要

肋

材

の

最

初

の

一

本

に

つ

い

て

説

明

が

な

さ

れ

る

。

ま

ず

、

そ

れ

を

置

く

位

置

が

定

め

ら

れ

、

こ

の

肋

材

の

構

成

に

つ

い

て

、

底

部

か

ら

セ

カ

ン

ド

・

フ

ト

ッ

ク

そ

し

て

二

本

の

ト

ッ

プ

・

フ

ト

ッ

ク

と

い

う

三

本

の

湾

曲

部

材

が

順

次

接

合

さ

れ

て

一

つ

の

肋

材

を

為

す

こ

と

が

述

べ

ら

れ

、

そ

の

接

合

さ

れ

て

出

来

た

重

要

肋

材

二

本

が

両

舷

に

据

わ

る

と

、

半

円

周

を

描

く

こ

と

が

述

べ

ら

れ

る

。

そ

し

て

半

円

周

は

、

船

腹

の

二

分

の

一

の

幅

が

あ

る

敷

板

で

、

弧

の

最

下

部

に

お

け

る

弦

の

形

に

な

っ

て

い

る

。

こ

の

船

底

が

平

ら

に

な

っ

て

い

る

敷

板

の

部

分

は

、

船

体

の

基

本

寸

法

の

中

で

五

番

目

に

重

要

な

も

の

で

、

船

底

幅

と

言

わ

れ

る

。 

「

重

要

肋

材

の

置

か

れ

る

所

は

、

最

も

正

確

な

位

置

が

採

ら

れ

る

の

で

、

竜

骨

の

真

中

を

測

り

、

そ

こ

か

ら

前

に

二

コ

ー

ド

の

所

に

す

る

こ

と

が

適

切

で

す

。

そ

れ

が

決

ま

れ

ば

、

そ

こ

に

最

初

の

重

要

肋

材

が

据

え

ら

れ

ま

す

が

、

そ

れ

は

セ

カ

ン

ド

・

フ

ト

ッ

ク

と

呼

ぶ

一

本

の

木

材

と

、

二

本

の

ト

ッ

プ

・

フ

ト

ッ

ク

と

で

、

半

円

周

に

な

る

よ

う

に

形

成

さ

れ

ま

す

。

そ

こ

で

、

船

に

、

五

と

三

分

の

一

コ

ー

ド

の

船

底

幅

を

与

え

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

そ

れ

は

、

（

船

幅

が

）

一

六

コ

ー

ド

の

幅

が

開

い

て

い

る

の

で

、

そ

の

三

分

の

一

と

い

う

こ

と

に

な

り

ま

す

。

船

首

の

デ

ル

ガ

ー

ド

を

形

成

し

始

め

る

基

部

で

あ

る

ア

ス

テ

ィ

ー

リ

ャ

（

重

要

肋

材

の

下

部

の

デ

ル

ガ

ー

ド

の

上

端

、

即

ち

船

底

幅

が

上

昇

す

る

線

の

こ

と

。

「

添

付

１

」

を

参

照

。

）

が

一

コ

ー

ド

半

の

高

さ

を

有

し

、

竜

骨

の

中

央

に

あ

る

最

初

の

重

要

肋

材

か

ら

、

即

ち

帆

柱

の

脚

部

か

ら

、

船

尾

材

に

向

か

っ

て

、

二

〇

個

目

の

肋

材

の

所

に

船

尾

の

最

後

の

肋

材

（*

１

）

が

据

え

ら

れ

ま

す

。

そ

し

て

ア

ス

テ

ィ

ー

リ

ャ

が

二

コ

ー

ド

半

の

高

さ

に

お

い

て

、

船

幅

は

一

四

コ

ー

ド

で

す

。

こ

の

船

の

船

殻

が

、

述

べ

て

き

た

寸

法

で

出

来

上

が

る

と

、

船

尾

か

ら

船

首

ま

で

船

を

掴

ん

で

巻

き

締

め

る

三

つ

の

船

腰

板

が

置

か

れ

、

そ

の

中

央

部

は

甲

板

高

で

一

〇

コ

ー

ド

の

と

こ

ろ

に

、

船

首

材

と

船

尾

材

に

お

い

て

は

一

六

コ

ー

ド

の

と

こ

ろ

に

な

り

ま

す

。

第

二

の

船

腰

板

は

も

う

一

ピ

エ

高

い

と

こ

ろ

に

、

第

三

の

船

腰

板

は

そ

れ

よ

り

更

に

一

ピ

エ

高

い

と

こ

ろ

に

あ

り

ま

す

。

そ

し

て

、

こ

の

最

も

高

い

と

こ

ろ

に

は

、

主

甲

板

が

据

え

ら

れ

、

デ

ッ

キ

と

呼

ば

れ

、

私

の

計

算

で

は

、

甲

板

高

で

一

一

コ

ー

ド

半

の

と

こ

ろ

に

な

り

ま

す

。

こ

の

上

に

チ

ャ

ネ

ル

（

静

索

を

取

り

付

け

る

板

）

が

置

か

れ

ま

す

が

、

そ

こ

が

本

来

の

、

そ

し

て

最

も

良

い

場

所

な

の

で

あ

り

ま

す

。

舵

の

台

座

は

、

最

も

主

要

な

部

分

に

設

え

、

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

も

恰

好

も

良

く

、

船

尾

材

の

高

さ

に

付

け

ら

れ

る

の

で

、

竜

骨

の

端

部

か

ら

舵

穴

の

一

コ

ー

ド

上

ま

で

で

一

九

コ

ー

ド

と

な

り

ま

す

。

こ

の

間

に

八

個

の

極

め

て

頑

丈

な

雌

蝶

番

が

、

定

め

に

従

っ

て

、

場

所

を

配

分

し

て

置

か

れ

ま

す

が

、

舵

に

釘

づ

け

さ

れ

る

雄

蝶

番

が

そ

の

中

で

動

き

、

嵌

め

込

ま

れ

る

よ

う

に

す

る

た

め

で

す

。

舵

は

竜

骨

の

端

部

の

台

座

か

ら

そ

の

真

ん

中

ま

で

、
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一

コ

ー

ド

以

上

の

幅

が

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

船

尾

材

の

表

の

面

が

有

す

る

厚

さ

を

持

た

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

が

、

外

側

の

部

分

の

両

角

に

お

い

て

は

、

船

尾

材

の

雌

蝶

番

の

上

で

動

く

部

分

（

の

厚

さ

）

よ

り

も

厚

さ

を

そ

の

半

分

厚

く

す

る

こ

と

が

重

要

で

す

。

航

海

時

に

装

着

し

て

い

る

舵

を

失

く

し

た

時

に

、

別

の

も

の

を

作

っ

て

取

り

付

け

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

、

熱

心

な

ピ

ロ

ー

ト

は

、

そ

の

寸

法

の

雛

形

を

採

っ

て

お

く

こ

と

を

自

ら

に

義

務

付

け

て

い

ま

す

。

装

着

し

て

ゆ

く

も

の

を

も

っ

と

安

心

で

き

る

も

の

に

す

る

た

め

に

、

（

舵

の

）

真

中

の

所

で

横

切

る

綱

を

付

け

る

こ

と

が

出

来

、

そ

の

綱

の

両

端

は

、

舵

穴

の

各

側

に

お

い

て

、

大

変

頑

丈

な

二

つ

の

金

輪

に

掴

ま

っ

て

い

ま

す

。

こ

の

よ

う

に

取

り

付

け

ら

れ

る

と

、

こ

の

舵

の

頭

部

に

極

め

て

頑

丈

な

棒

が

嵌

め

込

ま

れ

、

（

棒

の

）

前

か

ら

三

分

の

一

の

所

ま

で

が

一

パ

ル

モ

あ

り

、

そ

こ

か

ら

先

端

ま

で

は

、

細

く

し

て

ゆ

き

、

手

で

持

つ

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

し

ま

す

。

通

常

こ

れ

を

舵

棒

と

呼

び

ま

す

。

船

尾

甲

板

の

上

で

船

の

操

舵

を

す

る

時

に

は

、

舵

棒

の

先

端

に

、

舵

棒

を

動

か

す

も

っ

と

細

い

別

の

棒

が

付

け

加

え

ら

れ

、

こ

れ

を

操

舵

棹

と

呼

び

ま

す

。

対

象

と

し

て

い

る

物

の

計

算

値

と

寸

法

を

も

っ

と

良

く

分

か

っ

て

い

た

だ

け

る

た

め

に

、

船

の

船

体

を

、

船

殻

で

、

よ

り

明

確

に

す

る

た

め

に

三

つ

の

ポ

ジ

シ

ョ

ン

で

の

船

幅

の

寸

法

を

添

え

て

図

示

し

ま

す

と

、

次

の

よ

う

に

な

り

ま

す

。

（

「

添

付

１

」

の

図

が

挿

入

さ

れ

て

い

る

。

） 

  

二

．

 

一

六

世

紀

ス

ペ

イ

ン

に

お

け

る

船

体

の

設

計

基

準

「

ア

ス

・

ド

ス

・

ト

レ

ス

」 

 

船

体

の

寸

法

を

記

述

す

る

に

当

た

っ

て

、

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

は

船

体

の

部

位

の

寸

法

だ

け

で

な

く

、

し

ば

し

ば

部

位

同

士

の

長

さ

の

比

率

を

示

し

て

い

る

。

例

え

ば

、

「

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

船

は

、

竜

骨

が

船

首

材

と

船

尾

材

に

接

合

す

る

両

端

の

所

に

お

い

て

、

三

四

コ

ー

ド

の

竜

骨

が

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

船

幅

は

一

六

コ

ー

ド

で

、

竜

骨

の

ほ

ぼ

半

分

で

す

。

格

子

網

を

有

し

な

い

場

合

、

こ

の

容

積

の

船

は

、

甲

板

高

が

一

一

コ

ー

ド

半

で

す

が

、

こ

れ

は

上

記

の

竜

骨

の

三

分

の

一

で

す

。

」

と

い

っ

た

具

合

で

あ

る

。

こ

の

比

率

は

、

船

大

工

の

マ

エ

ス

ト

ロ

逹

が

寸

法

を

記

憶

す

る

た

め

に

便

利

が

良

い

と

い

う

だ

け

で

は

な

く

、

基

本

的

な

寸

法

に

つ

い

て

、

当

時

の

船

の

設

計

基

準

が

、

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

で

表

さ

れ

て

い

た

か

ら

で

あ

る

。

今

「

航

海

指

南

書

」

か

ら

引

用

し

た

部

分

に

よ

っ

て

、

最

も

基

本

的

な

寸

法

の

内

の

、

船

幅

と

竜

骨

の

比

率

が

一

対

二

で

あ

る

こ

と

が

わ

か

る

。

こ

れ

は

当

時

の

ス

ペ

イ

ン

の

船

体

の

設

計

基

準

の

規

則

「

ア

ス

・

ド

ス

・

ト

レ

ス

」

即

ち

「

一

・

二

・

三

」

の

一

部

な

の

で

あ

る

。

ス

ペ

イ

ン

語

の

一

は

「

ウ

ノ

」

で

あ

る

が

、

語

呂

合

わ

せ

の

た

め

に

、

骰

子

や

ト

ラ

ン

プ

で

「

一

」

と

し

て

使

わ

れ

る

ラ

テ

ン

語

か

ら

借

用

し

た

「

ア

ス

」

を

用

い

た

。

こ

の

規

則

は

一

四

世

紀

頃

か

ら

使

わ

れ

て

い

た

と

言

わ

れ

る

。

ト

メ

・

カ

ー

ノ

は

「

船

の

建

造

の

技

」
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の

中

で

、

「

こ

れ

ら

の

船

の

建

造

を

扱

う

ス

ペ

イ

ン

、

イ

タ

リ

ア

、

そ

の

他

の

国

の

全

て

の

マ

エ

ス

ト

ロ

逹

は

、

一

コ

ー

ド

の

船

幅

、

そ

の

船

幅

に

一

を

足

し

て

二

の

竜

骨

、

そ

し

て

三

の

全

長

、

そ

し

て

三

の

船

幅

に

対

し

て

一

の

船

底

幅

、

そ

し

て

甲

板

高

は

船

幅

の

四

分

の

三

を

与

え

る

法

則

を

用

い

て

来

た

・

・

・

」

と

こ

の

規

則

を

紹

介

し

て

い

る

。

こ

の

「

ア

ス

・

ド

ス

・

ト

レ

ス

」

の

規

則

の

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

を

、

残

り

の

規

則

も

一

緒

に

ま

と

め

る

と

次

の

よ

う

に

な

る

。 

 

船

幅

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

１ 

竜

骨

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

２ 

全

長

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

３ 

船

底

幅

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

１

／

３ 

最

上

甲

板

で

の

甲

板

高

・

・

・

・

・

・

・

３

／

４ 

船

尾

の

ラ

ン

サ

ン

テ

・

・

・

・

・

・

・

・

１

／

３ 

船

首

の

ラ

ン

サ

ン

テ

・

・

・

・

・

・

・

・

２

／

３ 

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

は

「

航

海

指

南

書

」

の

中

で

、

こ

の

「

ア

ス

・

ド

ス

・

ト

レ

ス

」

の

規

則

に

言

及

し

て

い

な

い

が

、

彼

が

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

ナ

オ

船

で

記

述

し

て

い

る

寸

法

、

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

、

図

面

か

ら

、

彼

が

こ

の

規

則

を

使

っ

て

い

る

か

ど

う

か

を

検

証

し

た

の

が

「

表

１

」

で

あ

る

。

「

表

１

」

を

見

る

と

、

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

は

明

ら

か

に

「

ア

ス

・

ド

ス

・

ト

レ

ス

」

を

使

用

し

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る

。

そ

れ

で

は

、

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

ナ

オ

船

の

他

に

も

う

一

つ

図

面

を

提

示

し

て

い

る

一

五

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

ナ

オ

船

は

ど

う

で

あ

ろ

う

か

。

第

二

章

の

始

め

の

部

分

で

次

の

よ

う

に

、

ビ

ス

カ

イ

ノ

は

こ

の

一

五

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

船

の

図

面

（

雛

形

）

の

提

示

を

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

に

要

請

し

、

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

は

そ

れ

に

応

え

て

い

る

。 

ビ

ス

カ

イ

ノ

「

・

・

・

造

船

に

あ

た

っ

て

、

も

っ

と

積

載

能

力

が

小

さ

な

別

の

例

を

、

一

五

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

以

下

の

も

の

で

、

先

程

お

願

い

し

た

よ

う

に

、

貴

殿

に

お

か

れ

て

、

別

の

雛

形

を

示

し

て

い

た

だ

け

れ

ば

、

私

に

は

都

合

が

良

く

、

大

変

に

あ

り

が

た

く

存

じ

ま

す

。

」 

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

「

貴

殿

が

要

請

さ

れ

た

一

五

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

計

算

値

を

伴

っ

た

雛

形

を

、

喜

ん

で

作

り

ま

し

ょ

う

。

そ

れ

（

の

雛

形

）

と

、

前

の

（

雛

形

）

と

に

よ

っ

て

、

ど

の

よ

う

な

（

大

き

さ

の

）

も

の

を

お

求

め

に

な

っ

て

も

、

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

が

わ

か

っ

て

い

た

だ

け

る

で

し

ょ

う

。

」 
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ビ

ス

カ

イ

ノ

は

一

五

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

ナ

オ

船

に

つ

い

て

は

図

面

（

雛

形

）

だ

け

を

求

め

て

お

り

、

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

も

、

本

文

中

で

は

寸

法

の

記

述

は

一

切

せ

ず

に

、

図

面

の

み

を

示

し

た

。

こ

の

図

面

を

「

添

付

３

」

と

し

た

。

そ

し

て

、

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

が

提

示

し

て

い

る

一

五

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

ナ

オ

船

の

図

面

か

ら

、

こ

の

船

に

も

「

ア

ス

・

ド

ス

・

ト

レ

ス

」

の

規

則

が

使

わ

れ

て

い

る

か

ど

う

か

を

「

表

１

」

で

検

証

し

た

。 

こ

の

「

表

１

」

を

見

る

と

、

一

五

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

ナ

オ

船

は

、

「

ア

ス

・

ド

ス

・

ト

レ

ス

」

の

規

則

に

則

っ

て

設

計

さ

れ

た

と

は

言

い

難

い

。

そ

れ

で

は

、

同

規

則

に

従

っ

て

設

計

さ

れ

た

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

船

と

、

何

処

が

ど

の

よ

う

に

異

な

っ

て

い

る

の

だ

ろ

う

か

。

ま

ず

竜

骨

の

船

幅

に

対

す

る

比

率

が

二

．

〇

六

か

ら

二

．

五

へ

と

二

一

パ

ー

セ

ン

ト

ほ

ど

大

き

く

な

っ

て

い

る

。

次

に

、

全

長

の

比

率

が

三

か

ら

三

．

二

八

と

九

パ

ー

セ

ン

ト

ほ

ど

大

き

く

な

っ

て

い

る

。

即

ち

、

船

が

平

面

図

に

お

い

て

細

長

く

な

っ

て

い

る

の

で

あ

る

。

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

ナ

オ

船

に

は

平

面

図

が

示

さ

れ

て

い

な

い

が

、

側

面

図

と

断

面

図

に

本

文

の

記

述

に

出

て

来

る

寸

法

を

用

い

て

、

そ

の

平

面

図

を

推

定

し

て

「

添

付

２

」

と

し

た

。

こ

の

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

船

と

「

添

付

３

」

の

一

五

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

船

の

平

面

図

を

並

べ

て

両

船

の

平

面

図

船

首

の 

ラ

ン

サ

ン

テ 

船

尾

の 

ラ

ン

サ

ン

テ 

甲

板

高 

船

底

幅 

全

長 

竜

骨 

船

幅 

表

１ 
一

一

（

八

：

図

面

）

 

五

と

二

分

の

一 

一

一

と

二

分

の

一 

五

と

三

分

の

一 

四

八 

三

三 

一

六 

寸

法(
コ

ー

ド) 

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

船 〇

．

六

九 

(

図

面

：

〇

．

五) 

〇

．

三

四 

〇

．

七

二 

三

分

の

一 

三 二

．

〇

六 
一 船

幅

と

の

比

率 

七 四 九 四 四

六 

三

五 

一

四 

寸

法 (

コ

ー

ド) 

一

五

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

船 

〇

．

五 

〇

．

二

九 

〇

．

六

四 

〇

．

二

九 

三

．

二

八 

二

．

五 

一 船

幅

と

の

比

率 

三

分

の

二 

（

〇

．

六

七

） 

三

分

の

一 

（

〇

．

三

三

）

 

四

分

の

三 

（

〇

．

七

五

）

 

三

分

の

一 

三 二 一 ア

ス

・

ド

ス

・ 

ト

レ

ス

の

規

則 
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を

比

較

で

き

る

よ

う

に

し

て

み

た

。

な

お

「

ア

ス

・

ド

ス

・

ト

レ

ス

」

の

規

則

に

は

無

い

が

、

側

面

図

で

見

て

も

船

が

細

長

く

な

っ

た

こ

と

が

、

全

長

に

対

す

る

甲

板

高

の

比

率

に

も

表

れ

て

お

り

、

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

船

は

、

〇

．

二

四

（11
.5

/4
8

）

で

あ

る

の

に

対

し

て

、

一

五

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

船

は

、

〇

．

二

（9
/4

6

）

で

あ

る

。

両

船

の

側

面

図

を

比

較

し

て

も

、

明

ら

か

に

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

ナ

オ

船

に

対

し

て

一

五

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

ナ

オ

船

の

方

が

細

長

く

、

ス

マ

ー

ト

で

あ

る

。

こ

の

こ

と

が

視

覚

的

に

も

っ

と

よ

く

分

か

る

よ

う

に

、

パ

ソ

コ

ン

を

用

い

て

、

両

船

の

立

体

的

な

画

像

を3
D

-C
G

で

作

成

し

た

も

の

を

「

添

付

４

」

に

並

べ

て

み

た

。 

船

首

材

が

、

竜

骨

か

ら

前

に

突

き

出

し

て

い

る

長

さ

で

あ

る

ラ

ン

サ

ン

テ

の

比

率

が

、

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

船

は

本

文

の

記

述

を

採

用

す

る

と

〇

．

六

九

で

あ

り

、

船

首

の

突

き

出

し

が

一

五

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

船

よ

り

大

き

い

よ

う

に

思

わ

れ

る

が

、

図

面

の

寸

法

は

〇

．

五

で

あ

り

、

一

五

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

船

の

〇

．

五

と

同

じ

で

あ

る

。

図

面

の

方

は

、

他

の

寸

法

と

整

合

性

を

と

っ

た

も

の

で

あ

り

、

図

面

の

値

の

法

が

正

し

い

と

思

わ

れ

る

。

本

文

は

、

「

ア

ス

・

ド

ス

・

ト

レ

ス

」

の

規

則

を

意

識

し

て

、

こ

の

規

則

に

近

似

し

た

数

値

を

書

い

て

い

る

の

か

も

し

れ

な

い

。

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

船

で

、

「

ア

ス

・

ド

ス

・

ト

レ

ス

」

の

規

則

に

関

し

て

、

本

文

が

こ

の

規

則

に

外

れ

て

い

る

の

は

こ

こ

だ

け

で

あ

る

。 

  

三

．

 

船

殻

断

面

の

輪

郭

の

円

弧

に

よ

る

設

計 

 

次

は

船

体

、

即

ち

船

殻

の

横

断

面

上

で

の

違

い

で

あ

る

が

、

甲

板

高

の

船

幅

に

対

す

る

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

が

違

っ

て

い

る

。

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

船

が

〇

．

七

二

と

ア

ス

・

ド

ス

・

ト

レ

ス

の

規

則

の

〇

．

七

五

と

ほ

ぼ

同

じ

で

あ

る

の

に

対

し

て

、

一

五

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

は

、

〇

．

六

四

に

減

っ

て

い

る

。

約

一

一

パ

ー

セ

ン

ト

減

じ

て

お

り

、

断

面

図

を

見

比

べ

て

も

、

明

ら

か

に

背

の

低

い

船

に

な

っ

て

い

る

。

両

船

の

中

央

断

面

の

形

状

を

比

較

で

き

る

よ

う

に

、

「

添

付

５

」

で

並

べ

て

み

た

。

こ

の

船

殻

の

横

断

面

の

輪

郭

を

当

時

の

ス

ペ

イ

ン

で

は

「

ガ

リ

ボ

」

と

言

っ

て

、

船

の

設

計

上

重

視

し

た

。

こ

れ

は

各

肋

材

の

形

状

そ

の

も

の

を

表

し

て

お

り

、

肋

材

の

型

紙

と

も

言

え

る

も

の

で

、

こ

れ

に

合

わ

せ

て

肋

材

を

形

成

す

る

各

種

の

フ

ト

ッ

ク

を

切

り

出

し

た

。 

「

添

付

５

」

の

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

ナ

オ

船

の

中

央

断

面

の

船

殻

に

は

、

円

の

下

部

の

半

円

が

す

っ

ぽ

り

と

入

る

。

こ

の

半

円

で

船

殻

を

設

計

す

る

こ

と

は

シ

ン

プ

ル

な

方

法

で

あ

り

、

一

六

世

紀

後

半

ま

で

ス

ペ

イ

ン

で

は

一

般

的

で

あ

っ

た

よ

う

で

あ

る

。

既

に

肋

材

に

つ

い

て

述

べ

て

い

る

部

分

で

引

用

し

た

が

、

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

は

「

・

・

・

そ

こ

に

最

初

の

重

要

肋

材

が

据

え

ら

れ

ま

す

が

、

そ

れ

は

セ

カ

ン

ド

・

フ
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ト

ッ

ク

と

呼

ぶ

一

本

の

木

材

と

、

二

本

の

ト

ッ

プ

・

フ

ト

ッ

ク

と

で

、

半

円

周

に

な

る

よ

う

に

形

成

さ

れ

ま

す

。

（

傍

線

は

筆

者

）

」

と

述

べ

、

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

ナ

オ

船

の

重

要

肋

材

、

即

ち

船

殻

断

面

輪

郭

が

こ

の

「

半

円

」

を

用

い

た

設

計

に

よ

っ

て

為

さ

れ

た

こ

と

を

裏

付

け

て

い

る

。

エ

ス

カ

ラ

ン

テ

・

デ

・

メ

ン

ド

ー

サ

も

、

「

航

海

の

路

程

」

の

中

で

、

「

・

・

・

計

算

と

理

論

に

よ

っ

て

、

丸

い

船

側

が

得

ら

れ

、

・

・

・

（

傍

線

は

筆

者

）

」

と

述

べ

て

い

る

。

時

代

が

後

に

な

る

と

、

ア

ン

ト

ニ

オ

・

ガ

ロ

ッ

テ

は

、

一

六

九

一

年

に

書

か

れ

た

「

ス

ペ

イ

ン

船

の

新

し

い

建

造

」

の

中

で

次

の

よ

う

に

述

べ

て

、

こ

の

一

つ

の

半

円

形

状

の

船

体

を

批

判

し

て

い

る

。
「

ス

ペ

イ

ン

の

職

工

達

は

船

幅

が

持

つ

数

値

の

半

分

を

採

り

、

そ

れ

で

円

を

描

い

て

ガ

リ

ボ

を

形

作

っ

て

来

た

。

船

は

今

ま

で

に

述

べ

て

き

た

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

を

有

し

、

船

幅

が

持

つ

数

値

か

ら

船

底

幅

の

半

分

が

決

め

ら

れ

る

べ

き

な

の

に

、

こ

の

や

り

方

で

は

・

・

・

船

の

バ

ラ

ス

ト

が

少

な

く

な

っ

て

し

ま

う

。

・

・

・

船

の

抵

抗

力

に

と

っ

て

、

な

ん

の

助

け

に

な

る

こ

と

も

出

来

な

い

が

、

そ

れ

は

、

（

抵

抗

力

が

）

船

底

幅

の

前

で

消

費

さ

れ

て

し

ま

い

・

・

・

、

船

が

傾

く

と

こ

ろ

に

留

ま

ら

ず

、

そ

の

動

き

が

水

の

中

の

樽

が

持

つ

動

き

と

同

じ

に

な

っ

て

し

ま

う

か

ら

で

あ

る

・

・

・

。

」

メ

タ

セ

ン

タ

ー

の

概

念

が

考

案

さ

れ

る

の

は

一

世

紀

近

く

経

っ

て

か

ら

で

あ

り

、

ガ

ロ

ッ

テ

の

経

験

的

な

復

元

力

の

考

え

方

が

語

ら

れ

て

い

る

。

ア

ン

ト

ニ

オ

・

ガ

ロ

ッ

テ

は

円

の

中

心

点

を

、

船

の

中

心

軸

上

に

置

い

て

一

つ

の

円

弧

を

描

く

の

で

は

な

く

、

軸

か

ら

左

右

に

ず

ら

し

た

二

つ

の

中

心

点

で

二

つ

の

弧

を

描

い

た

船

側

を

提

案

し

て

い

る

。

こ

れ

は

、

と

り

も

な

お

さ

ず

、

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

の

一

五

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

ナ

オ

船

に

採

用

さ

れ

て

い

る

設

計

方

法

で

あ

る

。

一

七

世

紀

末

に

な

っ

て

か

ら

も

、

ア

ン

ト

ニ

オ

・

ガ

ロ

ッ

テ

の

よ

う

な

批

判

が

出

て

い

る

こ

と

は

、

旧

来

の

一

つ

の

半

円

に

よ

る

船

殻

の

設

計

か

ら

な

か

な

か

抜

け

出

せ

な

か

っ

た

こ

と

を

意

味

し

て

い

る

。

一

五

八

〇

年

に

書

か

れ

た

ポ

ル

ト

ガ

ル

の

フ

ェ

ル

ナ

ン

ド

・

オ

リ

ヴ

ェ

イ

ラ

の

「

ナ

ウ

船

の

建

造

」

は

、

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

と

同

年

代

に

ポ

ル

ト

ガ

ル

で

書

か

れ

た

造

船

に

関

す

る

初

期

の

重

要

な

著

作

で

あ

る

が

、

同

書

の

中

で

、

フ

ェ

ル

ナ

ド

・

オ

リ

ヴ

ェ

イ

ラ

は

、

船

殻

断

面

輪

郭

に

円

を

用

い

て

い

る

が

、

船

首

材

の

設

計

に

も

円

弧

を

用

い

た

設

計

検

討

案

を

残

し

て

い

る

。

こ

れ

を

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

の

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

ナ

オ

船

の

船

首

材

に

当

て

は

め

て

み

る

と

、

こ

の

ナ

オ

船

の

船

首

材

も

円

弧

で

設

計

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る

。

ま

た

フ

ェ

ル

ナ

ン

ド

・

デ

・

オ

リ

ベ

イ

ラ

は

船

尾

材

の

傾

き

の

角

度

を

決

め

る

際

に

も

円

弧

を

用

い

て

い

る

。 

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

の

「

航

海

指

南

書

」

で

紹

介

さ

れ

て

い

る

二

隻

の

ナ

オ

船

の

設

計

思

想

に

は

違

い

が

あ

る

こ

と

が

分

か

っ

た

。

同

書

の

範

例

と

し

て

紹

介

さ

れ

て

い

る

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

船

は

、

古

く

か

ら

あ

る

「

ア

ス

・

ド

ス

・

ト

レ

ス

」

の

規

則

で

船

体

の

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

が

設

計

さ

れ

て

お

り

、

船

殻

断

面

輪

郭

（

ガ

リ

ボ

）

は

一

つ

の

半

円

で

作

図

さ

れ

て

い

た

の

に

対

し

て

、

一

五

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

船

の

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

は

従

来

の

「

ア

ス

・

ド

ス

・

ト

レ

ス

」

の

規

則

か

ら

外

れ

、

ガ

リ

ボ

は

中

心

点

が

横

に

離

れ

た

二

つ

の

半

円

で

作

図

さ

れ

て

い

る

。
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こ

う

し

た

違

い

が

あ

る

二

つ

の

設

計

思

想

に

基

づ

く

船

を

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

が

紹

介

し

た

の

は

、

大

小

の

船

の

違

い

を

示

す

こ

と

だ

け

が

目

的

で

は

な

く

、

彼

の

時

代

が

ち

ょ

う

ど

、

ス

ペ

イ

ン

が

船

の

革

新

に

踏

み

出

し

た

、

新

旧

二

つ

の

設

計

思

想

の

端

境

期

で

あ

っ

た

か

ら

で

あ

る

と

考

え

る

。

造

船

の

専

門

家

で

は

な

い

彼

は

、

ま

ず

は

無

難

に

、

従

来

方

法

に

基

づ

く

船

を

範

例

に

採

っ

た

が

、

造

船

が

革

新

の

時

期

に

あ

る

こ

と

も

承

知

し

て

お

り

、

新

し

い

設

計

思

想

に

基

づ

く

一

五

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

船

を

図

面

に

よ

っ

て

紹

介

し

よ

う

と

し

た

の

で

は

あ

る

ま

い

か

。

ス

ペ

イ

ン

が

新

大

陸

に

船

隊

を

定

期

的

に

送

る

よ

う

に

な

っ

て

か

ら

半

世

紀

が

経

っ

て

い

た

。

造

船

業

も

繁

栄

し

た

が

、

海

難

事

故

も

少

な

か

ら

ず

起

こ

る

よ

う

に

な

り

、

船

に

お

け

る

問

題

点

が

明

ら

か

に

な

っ

て

来

た

。

エ

ス

カ

ラ

ン

テ

・

デ

・

メ

ン

ド

ー

サ

は

、

一

五

七

五

年

に

書

か

れ

た

そ

の

著

作

「

航

海

の

路

程

」

の

中

で

「

・

・

・

カ

ス

テ

ィ

ー

リ

ャ

の

人

達

は

、

世

界

の

全

て

の

海

を

航

海

す

る

た

め

に

、

そ

し

て

あ

ら

ゆ

る

こ

と

に

役

立

ち

、

全

て

の

我

ら

の

王

国

と

州

の

た

め

に

、

そ

れ

ぞ

れ

が

、

そ

の

在

り

方

と

し

て

、

述

べ

た

ご

と

く

に

役

立

つ

よ

う

に

、

大

き

い

も

の

も

小

さ

い

も

の

も

、

全

て

の

種

類

、

ス

タ

イ

ル

、

様

式

の

船

を

造

ろ

う

と

す

る

。

し

か

し

、

上

に

述

べ

た

意

見

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

古

く

か

ら

、

総

体

的

に

、

最

も

良

い

船

が

造

ら

れ

て

き

た

の

は

、

ビ

ス

カ

ヤ

州

に

あ

る

ビ

ル

バ

オ

の

水

路

で

あ

っ

た

こ

と

は

確

か

で

あ

る

。

少

し

話

が

歪

曲

さ

れ

て

い

る

と

い

う

気

が

し

な

い

で

も

な

い

が

、

そ

れ

は

何

故

か

と

言

え

ば

、

そ

こ

で

は

、

こ

れ

（

造

船

）

は

生

活

の

生

業

で

あ

り

、

金

儲

け

で

あ

る

と

受

け

取

ら

れ

て

お

り

、

彼

ら

が

そ

の

船

に

乗

っ

て

航

海

す

る

た

め

で

は

な

く

、

後

日

西

方

の

海

で

の

航

海

の

た

め

に

、

こ

れ

ら

を

売

る

た

め

に

造

る

か

ら

で

あ

り

、

そ

の

た

め

に

本

来

為

す

べ

き

こ

と

が

守

ら

れ

る

こ

と

な

く

、

脆

弱

で

貧

弱

な

も

の

を

作

る

こ

と

が

常

で

あ

る

。

し

か

し

、

そ

れ

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

普

通

の

船

の

建

造

の

た

め

の

最

良

の

マ

エ

ス

ト

ロ

逹

と

材

木

の

品

揃

え

、

釘

類

、

ピ

ッ

チ

、

そ

し

て

麻

が

あ

る

の

が

ビ

ス

カ

ヤ

で

あ

る

こ

と

は

否

定

し

難

い

。

そ

し

て

、

最

も

一

般

的

に

、

そ

こ

で

は

、

最

良

で

リ

ス

ク

が

少

な

く

航

海

で

き

る

船

を

得

る

た

め

の

図

面

、

計

算

、

寸

法

が

与

え

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

た

だ

、

リ

ス

ボ

ン

に

お

い

て

は

、

自

分

達

の

航

海

と

艦

隊

（

ア

ル

マ

ダ

）

の

た

め

に

造

ら

れ

る

ナ

オ

船

と

ガ

レ

ー

船

は

、

そ

の

求

め

ら

れ

る

目

的

の

た

め

故

に

、

ど

れ

も

が

他

の

い

か

な

る

船

よ

り

も

堅

牢

で

あ

る

。

｣

と

述

べ

て

い

る

。

こ

こ

で

指

摘

さ

れ

て

い

る

よ

う

に

、

ス

ペ

イ

ン

に

お

け

る

航

洋

型

船

の

造

船

は

、

ほ

ぼ

ビ

ス

カ

ヤ

に

集

中

し

、

船

の

設

計

上

の

問

題

点

が

指

摘

さ

れ

な

が

ら

も

、

独

占

的

な

立

場

に

あ

ぐ

ら

を

か

い

て

い

た

。

一

部

に

革

新

の

動

き

が

あ

る

こ

と

は

、

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

、

ト

メ

・

カ

ー

ノ

、

そ

し

て

エ

ス

カ

ラ

ン

テ

・

デ

・

メ

ン

ド

ー

サ

ら

の

全

て

の

著

作

の

中

で

感

じ

と

れ

る

よ

う

に

は

な

っ

て

は

い

た

も

の

の

、

全

体

と

し

て

改

善

は

な

か

な

か

進

ま

な

か

っ

た

。

し

か

し

、

一

五

八

八

年

の

無

敵

艦

隊

の

敗

北

は

、

王

室

に

も

危

機

感

を

持

た

せ

、

英

国

の

攻

撃

と

フ

ラ

ン

ス

の

私

掠

船

の

脅

威

を

逃

れ

て

新

大

陸

と

の

交

易

を

確

保

す

る

た

め

に

は

、

優

秀

な

船

が

是

非

と

も

必

要

と

な

っ

た

。

一

六

世

紀

末

に

、

王

室

の

造

船

へ

の

関

与

が

始

ま

っ

た

が

、

一

六

〇

七

年

の

勅

令

に

よ

っ

て

、

設

計

上

の

新

た

な

規

則

が

制

定

さ

れ

始

め

、

一

六

一

三

年

と

一

六

一

八

年

の

両

勅

令

に

よ

っ

て

詳

細
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な

設

計

上

の

規

則

と

な

っ

て

完

成

し

た

の

で

あ

る

。

ト

メ

・

カ

ー

ノ

は

一

六

一

一

年

に

出

版

さ

れ

た

「

船

の

建

造

の

技

」

の

中

で

こ

う

し

た

新

し

い

設

計

方

法

に

よ

る

船

の

建

造

を

「

新

し

い

造

船

（

ヌ

エ

バ

・

フ

ァ

ブ

リ

カ

）

」

と

呼

ん

で

い

る

。

彼

が

同

書

の

中

で

言

及

し

て

い

る

ビ

ス

カ

ヤ

の

「

大

マ

エ

ス

ト

ロ

」

で

あ

っ

た

フ

ア

ン

・

デ

・

ベ

ア

ス

こ

そ

が

上

記

の

勅

令

の

実

質

的

な

起

案

者

と

見

な

さ

れ

て

い

る

。 

 
四

．

 

帆

柱

と

帆

桁 

  

第

四

部

、

第

二

章

は

帆

柱

に

つ

い

て

、

そ

し

て

第

三

章

は

帆

桁

に

つ

い

て

、

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

ナ

オ

船

の

も

の

の

寸

法

を

提

示

し

て

い

る

。

当

時

の

ナ

オ

船

の

帆

柱

は

主

檣

、

前

檣

、

後

檣

の

三

檣

と

ボ

ー

ス

プ

リ

ッ

ト

を

有

す

る

も

の

が

標

準

的

で

あ

っ

た

。

後

檣

は

一

枚

の

ラ

テ

ン

帆

を

具

え

て

い

た

。

主

檣

と

前

檣

は

そ

れ

ぞ

れ

、

主

帆

と

ト

ッ

プ

ス

ル

の

二

枚

の

帆

を

、

ボ

ー

ス

プ

リ

ッ

ト

は

横

帆

一

枚

を

装

備

し

て

い

た

。

四

檣

船

の

場

合

は

、

後

檣

の

後

ろ

に

も

う

一

枚

の

ラ

テ

ン

帆

を

有

す

る

二

番

目

の

後

檣

が

あ

っ

た

。

主

檣

と

前

檣

は

、

ロ

ワ

ー

・

マ

ス

ト

と

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

の

二

材

で

構

成

さ

れ

て

い

た

。

後

檣

は

材

料

の

入

手

次

第

で

、

二

材

の

場

合

も

一

材

の

場

合

も

あ

っ

た

。

ボ

ー

ス

プ

リ

ッ

ト

は

一

材

で

あ

る

こ

と

が

多

か

っ

た

。

こ

れ

ら

の

寸

法

も

、

主

檣

と

前

檣

の

太

く

て

長

い

ロ

ワ

ー

・

マ

ス

ト

は

竜

骨

の

長

さ

と

の

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

が

示

さ

れ

、

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

は

船

幅

と

の

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

が

示

さ

れ

て

い

る

。

帆

桁

に

つ

い

て

は

、

船

幅

と

の

関

係

が

重

要

な

の

で

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

に

つ

い

て

は

、

船

幅

と

の

関

係

が

挙

げ

ら

れ

、

ま

た

、

帆

桁

間

で

の

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

が

挙

げ

ら

れ

て

い

る

。

「

航

海

指

南

書

」

の

記

述

全

て

を

一

々

引

用

す

る

の

は

煩

雑

な

の

で

、

当

時

の

考

え

方

の

理

解

の

参

考

に

な

る

本

文

の

幾

つ

か

を

引

用

紹

介

す

る

に

と

ど

め

、

全

て

の

帆

柱

と

帆

桁

に

つ

い

て

は

、

「

添

付

６

」

に

ま

と

め

、

図

解

を

付

し

た

の

で

、

参

照

願

い

た

い

。

ま

た

、

寸

法

に

つ

い

て

、

船

体

を

説

明

し

て

い

る

本

文

と

差

が

見

ら

れ

る

も

の

も

あ

る

が

、

大

き

な

差

異

で

は

な

い

の

で

、

そ

の

ま

ま

と

し

た

。 

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

「

・

・

・

主

帆

柱

、

す

な

わ

ち

主

檣

の

長

さ

は

、

そ

の

船

が

持

つ

竜

骨

と

ラ

ン

サ

ン

テ

の

長

さ

分

を

持

た

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

が

、

私

の

計

算

に

よ

れ

ば

、

四

六

コ

ー

ド

で

す

。

そ

れ

は

、

常

に

私

は

若

干

小

さ

い

も

の

を

好

み

、

そ

の

方

が

、

操

船

が

し

や

す

く

、

静

索

具

と

帆

柱

に

と

っ

て

、

よ

り

安

全

で

あ

り

、

減

ら

し

た

分

を

、

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

に

付

け

足

す

こ

と

も

で

き

る

か

ら

で

す

。

嵐

、

ま

た

は

そ

の

よ

う

に

（

短

く

）

す

る

必

要

が

あ

る

時

に

、

邪

魔

に

な

る

こ

と

が

少

な

く

、

勝

手

が

良

い

か

ら

で

す

。

つ

ぎ

に

前

檣

で

す

が

、

竜

骨

の

長

さ

と

同

じ

で

、

そ

れ

以

上

で

は

な

く

、

私

の

数

値

で

は

三

四

コ

ー

ド

に

な

り

ま

す

。

そ

し

て

ボ

ー

ス

プ

リ

ッ

ト

で

す

が

、

前

檣

の

五

分

の

一

だ

け

小

さ

く

二

八

コ

ー

ド

と

な

り

ま

す

が

、

人

に

よ

っ

て

は

前

檣

の

大

き

さ

に

す

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

そ

し

て

、

後

檣

は

、

ボ

ー

ス

プ

リ

ッ

ト

と

同

じ

長

さ

と

太

さ
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に

す

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

は

後

檣

よ

り

も

三

分

の

一

少

な

く

な

り

ま

す

。

こ

れ

ら

の

帆

柱

は

良

質

で

、

真

直

ぐ

で

、

節

が

無

く

、

木

目

が

良

く

、

傷

ん

で

い

な

い

も

の

と

な

り

ま

す

。

そ

し

て

最

良

の

も

の

で

、

一

本

の

木

材

で

あ

る

も

の

が

最

も

ふ

さ

わ

し

い

の

で

す

。

そ

う

は

ゆ

か

ず

に

、

多

く

（

の

部

材

）

で

作

る

こ

と

が

常

で

あ

り

ま

す

が

、

嵌

め

込

み

や

組

み

込

み

が

上

手

で

あ

れ

ば

、

良

い

だ

け

で

な

く

、

よ

り

頑

丈

で

あ

り

、

ど

ん

な

仕

事

に

も

耐

え

る

も

の

で

す

。

一

コ

ー

ド

毎

に

、

幾

重

も

の

補

強

巻

綱

を

極

め

て

上

手

に

巻

い

た

も

の

（

帆

柱

）

も

そ

う

で

す

。

そ

し

て

、

「

だ

ぼ

（

合

わ

せ

釘

）

」

や

釘

を

打

ち

込

ま

な

い

よ

う

に

注

意

を

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

が

、

何

故

な

ら

ば

、

そ

れ

を

す

る

と

、

割

れ

た

り

腐

っ

た

り

す

る

こ

と

が

よ

く

あ

る

か

ら

で

す

。

」 

 

次

に

第

四

章

で

、

静

索

具

と

滑

車

装

置

に

つ

い

て

、

詳

細

に

語

ら

れ

る

が

、

そ

の

中

で

最

も

大

物

で

あ

る

チ

ャ

ネ

ル

と

ス

テ

イ

の

部

分

を

こ

こ

で

引

用

し

て

紹

介

す

る

が

、

他

は

省

略

す

る

。

使

用

さ

れ

る

綱

に

関

し

て

は

、

綱

が

作

ら

れ

て

い

る

糸

の

本

数

で

も

っ

て

、

太

さ

が

細

か

く

指

示

さ

れ

て

い

る

。

滑

車

に

つ

い

て

も

い

ろ

い

ろ

な

単

滑

車

と

複

滑

車

が

指

定

さ

れ

て

い

る

。 

「

横

静

索

を

取

り

付

け

る

板

で

あ

る

チ

ャ

ネ

ル

は

船

の

最

後

（

一

番

上

の

こ

と

）

の

船

腰

板

の

上

に

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

が

、

何

故

な

ら

ば

、

高

い

所

に

あ

っ

て

、

外

に

突

き

出

て

い

る

程

、

風

上

に

進

ん

で

い

る

時

に

、

滑

車

装

置

を

動

か

さ

ず

に

済

み

、

綱

や

索

が

自

由

に

放

た

れ

た

ま

ま

で

飛

び

去

っ

て

、

輪

に

巻

い

た

綱

が

ほ

ど

け

き

っ

て

し

ま

う

に

は

至

ら

な

い

か

ら

で

す

。

こ

れ

ら

の

チ

ャ

ネ

ル

は

主

檣

を

装

備

す

る

た

め

の

も

の

で

、

そ

の

た

め

に

取

り

付

け

ら

れ

ま

す

。

そ

の

下

に

は

、

上

記

の

チ

ャ

ネ

ル

の

板

厚

に

応

じ

て

、

ま

た

、

幾

分

は

そ

の

長

さ

に

も

よ

り

ま

す

が

、 (

直

径

が)

一

パ

ル

モ

（

親

指

と

小

指

を

開

い

た

間

の

長

さ

）

で

、

四

ま

た

は

五

個

の

リ

ン

グ

か

ら

一

二

本

の

鎖

が

出

て

い

ま

す

。

そ

れ

ら

に

付

い

て

い

る

デ

ッ

ド

・

ア

イ

で

も

っ

て

、

一

二

本

の

静

索

を

備

え

、

こ

れ

ら

を

縛

り

付

け

て

い

ま

す

。

こ

れ

ら

の

静

索

は

、

各

舷

側

で

、

六

〇

本

の

糸

で

出

来

た

何

本

か

の

紐

で

、

一

緒

に

な

っ

て

、

ト

ッ

プ

ス

ル

の

下

で

縛

り

付

け

ら

れ

、

ぴ

ん

と

張

っ

て

、

強

固

に

帆

柱

を

摑

か

ん

で

い

ま

す

が

、

そ

れ

は

あ

ら

ゆ

る

部

分

が

揺

れ

な

い

よ

う

に

す

る

た

め

で

す

。

」 

「

静

索

は

、

据

え

付

け

ら

れ

て

滑

車

が

通

さ

れ

た

後

で

、

ラ

ッ

ト

ラ

イ

ン

と

呼

ば

れ

る

少

し

し

か

糸

を

使

っ

て

い

な

い

別

の

紐

で

も

っ

て

、

縄

梯

子

の

よ

う

に

、

そ

れ

ぞ

れ

が

連

結

し

て

一

緒

に

さ

れ

、

ラ

ッ

ト

ラ

イ

ン

を

付

け

た

縄

梯

子

は

、

そ

こ

を

ト

ッ

プ

ス

ル

に

登

っ

た

り

、

他

の

事

を

し

た

り

す

る

の

に

使

わ

れ

ま

す

。

帆

柱

は

、

両

側

に

（

静

索

を

）

装

備

し

て

い

る

の

で

、

船

尾

か

ら

船

首

へ

か

け

て

、

真

中

で

引

っ

張

る

必

要

が

あ

り

、

ス

テ

イ

と

呼

ば

れ

る

太

い

綱

、

そ

し

て

一

八

〇

本

の

糸

で

作

り

、

ト

ッ

プ

ス

ル

か

ら

船

首

材

ま

で

達

す

る

よ

う

な

、

も

う

一

つ

の

対

に

な

る

ス

テ

イ

で

も

っ

て

、

そ

れ

が

為

さ

れ

ま

す

。

そ

こ

（

船

首

材

）

に

は

、

ビ

ー

ク

ヘ

ッ

ド

の

支

柱

と

船

首

材

の

繋

ぎ

目

の

湾

曲

材

の

下

に

釘

づ

け

さ

れ

、

繋

が

れ

た

鎖

が

一

本

あ

り

、

こ

れ

に

は

デ

ッ

ド

・

ア

イ

が

付

い

て

お

り

、

そ

れ

に

強

く

縛

り

付

け

ら

れ

て

繋

が

れ

て

い

ま

す

。

対

と

な

る
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ス

テ

イ

も

ま

た

、

帆

柱

と

そ

の

他

の

滑

車

装

置

が

、

（

張

る

）

力

を

連

続

さ

せ

る

こ

と

に

よ

っ

て

ス

テ

イ

の

助

け

と

な

る

よ

う

に

、

そ

の

デ

ッ

ド

・

ア

イ

に

繋

げ

ら

れ

て

い

ま

す

。

」 

 

第

五

章

か

ら

第

九

章

に

か

け

て

各

檣

の

帆

桁

、

静

索

具

、

そ

し

て

滑

車

装

置

に

つ

い

て

述

べ

ら

れ

て

い

る

が

、

こ

れ

ら

は

割

愛

す

る

。 

  

五

．

 

帆 

 

第

十

章

が

主

帆

、

第

一

一

章

が

ト

ッ

プ

ス

ル

、

第

一

二

章

は

後

檣

の

ラ

テ

ン

帆

、

第

一

三

章

は

ボ

ー

ス

プ

リ

ッ

ト

の

ス

プ

リ

ッ

ト

ス

ル

に

つ

い

て

、

主

に

帆

の

寸

法

と

作

り

方

に

つ

い

て

説

明

を

し

て

い

る

が

、

い

く

つ

か

を

選

ん

で

紹

介

す

る

。 

「

主

檣

の

主

帆

は

、

帆

桁

の

片

端

か

ら

他

端

ま

で

の

帆

桁

と

同

じ

幅

の

広

さ

で

す

。

そ

し

て

長

さ

は

、

吊

る

し

て

デ

ッ

キ

に

至

る

長

さ

よ

り

も

一

ピ

エ

短

く

、

・

・

・

今

述

べ

た

寸

法

で

広

げ

た

布

が

裁

断

さ

れ

、

裁

断

さ

れ

た

三

分

の

二

の

方

で

パ

パ

イ

ー

ゴ

と

呼

ぶ

大

帆

が

出

来

あ

が

り

、

他

の

三

分

の

一

が

ボ

ン

ネ

ッ

ト

で

す

。

上

等

な

帆

布

で

、

十

分

に

厚

く

、

糸

も

同

様

で

あ

る

こ

と

が

適

切

で

す

が

、

そ

れ

は

展

帆

し

た

時

に

風

を

多

く

捉

え

て

、

大

き

な

力

を

受

け

る

力

仕

事

に

耐

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

か

ら

で

す

。

通

常

帆

布

は

一

つ

の

縁

は

強

い

が

、

残

り

の

部

分

は

弱

い

こ

と

を

考

慮

し

て

、

こ

れ

を

矯

正

す

る

た

め

に

、

こ

の

良

い

方

の

縁

を

そ

う

で

な

い

方

に

折

り

返

し

て

、

タ

ー

ル

あ

る

い

は

蝋

を

塗

っ

た

糸

で

、

狭

い

間

隔

で

縫

い

綴

じ

を

し

て

、

ク

ロ

ス

・

テ

イ

ブ

リ

ン

グ

を

作

ら

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

」 

「

大

帆

（

パ

パ

イ

ー

ゴ

）

の

下

の

方

に

は

、

紐

そ

の

も

の

を

二

パ

ル

モ

半

折

り

曲

げ

て

あ

り

、

こ

れ

を

索

目(

つ

な

め

、

ク

リ

ン

グ

ル)

と

呼

び

、

そ

れ

は

、

帆

脚

綱

（

ほ

あ

し

づ

な

、

シ

ー

ト

）

と

ボ

ン

ネ

ッ

ト

が

そ

こ

に

縛

り

付

け

ら

れ

る

た

め

の

も

の

で

す

。

・

・

・

レ

ー

シ

ン

グ

紐

は

か

が

り

穴

か

ら

か

が

り

穴

へ

と

伸

展

し

て

行

き

、

一

〇

個

毎

に

他

の

も

の

よ

り

も

大

き

な

折

り

曲

げ

一

つ

を

作

っ

て

、

そ

の

こ

と

が

分

か

る

よ

う

に

し

、

そ

れ

ら

レ

ー

シ

ン

グ

紐

の

真

直

ぐ

延

び

る

中

で

、

パ

パ

イ

ー

ゴ

の

第

十

番

目(

毎)

の

か

が

り

穴

に

は

全

て

ア

ベ

・

マ

リ

ア

の

一

字

を

付

け

、

ア

ベ

(A
v
e)

と

呼

び

ま

す

。

」

「

添

付

７

」

に

主

帆

（

パ

パ

イ

ー

ゴ

と

ボ

ン

ネ

ッ

ト

）

の

図

を

転

写

す

る

。

こ

の

図

で

は

「A
V

E
 M

A
R

IA

」

で

は

な

く

、

「A
,M

,G
,P

」

と

い

う

文

字

で

レ

ー

シ

ン

グ

紐

と

か

が

り

穴

を

対

応

さ

せ

て

い

る

。

次

に

ト

ッ

プ

ス

ル

の

裁

断

の

部

分

を

引

用

す

る

。 

「

ト

ッ

プ

ス

ル

の

帆

の

裁

断

と

図

面

の

た

め

に

は

、

主

帆

帆

桁

の

幅

を

知

る

必

要

が

あ

り

ま

す

が

、

こ

れ

は

三

七

コ

ー

ド

で

す

。

ト

ッ

プ

ス

ル

の

帆

桁

は

一

六

な

の

で

、

三

七

か

ら

こ

れ

ら

を

差

し

引

く

と

二

一

コ

ー

ド

に

な

り

、

こ

れ

を

二

つ

の

部

分

に

す

る

と

一

〇

半

で

、

こ

れ

に

帆

桁

の
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一

六

を

加

え

る

と

、

二

六

半

と

な

り

ま

す

。

こ

れ

が

収

ま

る

よ

う

に

、

帆

布

の

寸

法

を

測

ら

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

条

布

（

フ

ェ

ル

ソ

）

（*

２

）

を(
帆

の)

高

さ

の

長

さ

で

裁

断

し

て

、

帆

桁

を

帆

柱

頂

部

の

綱

通

し

に

吊

り

揚

げ

、

主

檣

（

の

帆

）

の

時

の

よ

う

に

仮

縫

い

を

し

、

そ

し

て

縫

製

し

ま

す

。

ト

ッ

プ

ス

ル

の

帆

桁

は

、

一

六

コ

ー

ド

以

上

は

な

い

の

で

、

帆

桁

端

の

各

側

で

一

〇

コ

ー

ド

半

が

余

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

余

っ

た

分

に

印

を

付

け

、

帆

の

側

部

で

、

帆

の

縦

長

さ

の

真

中

を

測

り

、

そ

こ

に

印

を

一

つ

付

け

、

そ

れ

が

付

い

た

ら

、

余

っ

た

分

の

最

初

の

印

か

ら

第

二

の

印

ま

で

を

、

斜

め

の

布

に

裁

断

し

、

切

っ

た

分

を

下

に

曲

げ

ま

す

。

そ

し

て

両

側

で

、

そ

れ

以

外

の

部

分

と

縫

い

付

け

る

と

、

三

七

コ

ー

ド

に

な

り

、

こ

れ

が

、

主

帆

帆

桁

の

長

さ

で

、

上

の

帆

桁

は

一

六

で

、

従

っ

て

こ

れ

が

、

ト

ッ

プ

ス

ル

の

帆

桁

に

な

り

ま

す

。

こ

の

帆

の

全

て

に

二

デ

ー

ド

の

縁

袋

綴

じ

を

作

り

・

・

・

」

。 

「

前

檣

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

の

帆

も

、

裁

断

、

図

面

、

滑

車

綱

索

に

お

い

て

、

主

檣

の

ト

ッ

プ

ス

ル

の

帆

が

帯

び

て

い

る

大

き

さ

か

ら

五

分

の

一

を

全

て

か

ら

取

り

除

い

た

上

で

、

同

じ

や

り

方

が

採

ら

れ

ま

す

」

。 

後

檣

の

ラ

テ

ン

帆

の

裁

断

と

縫

製

に

つ

い

て

の

説

明

の

後

で

、

ボ

ー

ス

プ

リ

ッ

ト

の

ス

プ

リ

ッ

ト

ス

ル

の

縦

方

向

の

長

さ

の

採

り

方

に

つ

い

て

「

こ

の

帆

は

、

帆

桁

で

掲

げ

ら

れ

て

、

そ

の

長

さ

が

水

面

か

ら

半

バ

ー

ラ

（

約

四

〇

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

）

の

と

こ

ろ

に

届

い

た

時

に

長

さ

で

寸

法

を

測

り

ま

す

・

・

・

」

と

述

べ

て

い

る

。

こ

れ

で

、

全

て

の

帆

の

説

明

が

終

わ

り

、

ト

ッ

プ

ス

ル

と

ラ

テ

ン

帆

の

図

面

が

載

せ

ら

れ

て

い

る

の

で

、

こ

れ

ら

を

「

添

付

８

」

に

転

写

す

る

。 

以

上

で

、

船

の

船

体

、

帆

柱

と

帆

桁

、

帆

の

記

述

を

終

え

、

次

に

船

が

搭

載

す

べ

き

物

に

つ

い

て

記

載

し

て

い

る

の

で

、

そ

の

中

か

ら

い

く

つ

か

を

紹

介

す

る

。 

  

六

．

 

そ

の

他

の

備

品

と

軍

艦 

 

「

第

一

四

章

、

ス

ル

ー

プ

船

と

ボ

ー

ト

（

バ

ッ

テ

ル

）

に

つ

い

て

・

・

・

錨

泊

の

た

め

に

錨

を

投

げ

入

れ

た

り

、

荷

を

載

せ

た

り

降

ろ

し

た

り

、

ど

こ

か

の

港

、

湾

、

運

河

の

出

入

り

か

、

無

風

の

場

合

に

、

船

を

引

っ

張

る

た

め

。

ま

た

、

な

に

か

の

船

、

あ

る

い

は

浅

瀬

に

近

づ

い

た

時

と

か

、

他

の

な

ん

ら

か

の

必

要

性

が

あ

る

時

に

、

一

隻

の

ボ

ー

ト

か

、

一

隻

の

ス

ル

ー

プ

船

が

、

役

に

立

ち

、

利

用

で

き

ま

す

。

ボ

ー

ト

は

長

さ

が

一

六

コ

ー

ド

で

、

幅

は

六

コ

ー

ド

、

そ

し

て

高

さ

が

二

ピ

エ

半

で

す

。

・

・

・

七

つ

の

漕

手

ベ

ン

チ

用

に

一

〇

コ

ー

ド

の

場

所

が

空

く

よ

う

に

し

ま

す

。
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ボ

ー

ト

は

船

首

が

強

い

の

で

、

船

の

船

尾

に

吊

下

げ

る

よ

う

に

、

ウ

ィ

ン

ド

ラ

ス

に

ボ

ー

ト

の

船

首

を

縛

り

付

け

ま

す

。

」

「

ス

ル

ー

プ

船

は

長

さ

と

幅

が

ボ

ー

ト

の

四

分

の

三

・

・

・

に

な

り

ま

す

。

し

か

し

、

頑

丈

で

、

ボ

ー

ト

と

同

じ

よ

う

に

ベ

ン

チ

が

置

い

て

あ

る

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

ず

っ

と

軽

快

で

す

。

そ

れ

は

、

ウ

ィ

ン

ド

ラ

ス

が

ボ

ー

ト

と

は

反

対

に

船

尾

に

置

か

れ

、

船

尾

が

船

首

よ

り

も

重

く

な

っ

て

い

る

か

ら

で

す

。

船

に

と

っ

て

は

最

重

要

な

手

足

で

あ

る

の

で

、

ど

ち

ら

に

つ

い

て

も

、

そ

の

取

扱

い

と

十

分

な

見

張

り

に

大

い

に

注

意

し

な

く

て

は

な

り

ま

せ

ん

。

」 

「

第

一

五

章

、

ポ

ン

プ

に

つ

い

て

・

・

・

購

入

に

あ

た

っ

て

の

忠

告

を

し

ま

す

と

、

上

の

容

器

が

下

の

容

器

よ

り

も

三

分

の

二

大

き

い

こ

と

、

真

直

ぐ

な

こ

と

、

錐

穴

が

見

当

た

ら

な

い

こ

と

に

注

意

す

る

こ

と

で

す

。

そ

し

て

、

搭

載

し

た

時

に

、

水

面

下

に

半

パ

ル

モ

以

上

入

る

こ

と

が

な

い

こ

と

を

試

し

て

み

ま

す

。

ま

た

、

裂

け

目

が

で

き

な

い

よ

う

に

、

ま

た

な

に

か

の

船

喰

い

虫

が

近

づ

か

な

い

よ

う

に

、

タ

ー

ル

を

塗

る

の

が

良

い

こ

と

で

す

。

・

・

・

ポ

ン

プ

の

調

子

が

悪

く

な

る

こ

と

が

度

重

な

り

、

船

が

荷

を

積

ん

で

い

る

時

に

、

船

底

庫

に

入

る

必

要

が

あ

る

な

ら

ば

、

ま

ず

点

火

し

た

蝋

燭

を

入

れ

た

カ

ン

テ

ラ

を

差

し

入

れ

、

そ

れ

以

前

に

は

誰

も

入

ら

な

い

よ

う

注

意

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

そ

し

て

、

か

な

り

の

間

、

消

え

ず

に

そ

の

中

に

あ

る

な

ら

ば

、

安

全

に

入

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

中

に

は

腐

敗

し

た

空

気

が

あ

り

、

そ

こ

に

入

る

者

を

殺

す

こ

と

が

で

き

、

そ

う

い

う

こ

と

が

起

こ

っ

た

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

洗

浄

を

お

こ

な

い

、

そ

こ

に

始

終

あ

る

害

悪

と

疫

病

を

取

り

除

く

た

め

に

、

大

量

の

酢

、

鉄

錆

、

そ

し

て

冷

水

を

投

げ

入

れ

る

必

要

が

あ

る

こ

と

を

知

っ

て

い

て

く

だ

さ

い

。

」 

第

一

六

章

は

持

参

す

る

糧

食

に

つ

い

て

詳

細

が

語

ら

れ

て

い

る

が

、

割

愛

す

る

。 

「

第

一

七

章

、

錨

に

つ

い

て

・

・

・

船

に

よ

っ

て

、

持

っ

て

行

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

数

が

違

っ

て

き

ま

す

が

、

我

々

の

船

の

錨

の

数

は

標

準

品

を

四

個

、

大

錨

を

一

個

、

曳

航

用

小

錨

を

一

個

、

そ

し

て

四

爪

錨

を

ボ

ー

ト

用

に

一

個

と

ス

ル

ー

プ

船

用

に

も

う

一

個

で

す

。

重

さ

は

、

大

錨

は

一

六

か

ら

一

八

キ

ン

タ

ル

（

七

三

六

～

八

二

八

キ

ロ

グ

ラ

ム

）

、

そ

し

て

ボ

ー

ト

用

の

四

爪

錨

は

六

ア

ロ

ー

バ

（

六

九

キ

ロ

グ

ラ

ム

）

、

ス

ル

ー

プ

船

用

の

も

の

は

四

ア

ロ

ー

バ

（

四

六

キ

ロ

グ

ラ

ム

）

で

、

全

て

が

き

ち

ん

と

し

た

十

字

形

を

し

た

も

の

で

す

。

標

準

品

の

四

個

の

も

の

は

、

ビ

ー

ク

ヘ

ッ

ド

に

一

緒

に

、

両

方

の

船

側

に

配

置

さ

れ

ま

す

。

大

錨

、

曳

航

用

小

錨

、

四

爪

錨

は

必

要

な

時

点

で

利

用

で

き

る

よ

う

に

、

船

の

中

に

配

置

さ

れ

ま

す

。 

第

一

八

章

は

太

綱

に

つ

い

て

、

第

一

九

章

に

は

ピ

ッ

チ

、

タ

ー

ル

、

ま

い

は

だ

と

そ

の

他

の

消

耗

品

の

細

々

と

し

た

も

の

（

釘

類

、

大

工

道

具

、

調

理

器

具

、

等

々

）

が

挙

げ

ら

れ

て

い

る

。 

こ

の

後

、

第

二

〇

章

か

ら

第

三

二

章

ま

で

は

、

船

長

か

ら

ボ

ー

イ

に

至

る

あ

ら

ゆ

る

乗

組

員

の

任

務

に

つ

い

て

述

べ

ら

れ

る

。 

第

三

三

章

は

軍

艦

に

つ

い

て

説

明

が

な

さ

れ

て

い

る

の

で

、

次

に

主

な

部

分

を

引

用

す

る

。

大

砲

を

置

く

た

め

に

、

第

一

甲

板

が

下

げ

ら

れ

て

、
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第

一

甲

板

と

第

二

甲

板

の

間

を

高

く

す

る

こ

と

が

商

船

と

の

重

要

な

相

違

点

で

あ

る

。

格

子

網

（

ハ

レ

タ

）

に

つ

い

て

は

、

既

に

船

体

の

項

に

転

写

し

た

。 
「

戦

争

に

使

う

た

め

に

造

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

船

は

、

船

殻

、

竜

骨

、

甲

板

高

、

船

首

船

尾

の

デ

ル

ガ

ー

ド

（

の

狭

ま

り

方

）

、

船

腹

線

と

船

幅

の

寸

法

に

つ

い

て

は

、

商

業

用

の

船

で

述

べ

た

の

と

同

じ

で

す

。

た

だ

、

甲

板

で

は

す

こ

し

違

い

が

あ

り

ま

す

。

そ

れ

は

、

前

に

述

べ

た

も

の

よ

り

も

梁

を

一

コ

ー

ド

下

へ

据

え

付

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

で

、

前

に

述

べ

た

よ

う

に

、

第

一

甲

板

が

そ

の

ま

ま

下

が

り

、

梁

と

第

一

甲

板

が

下

が

っ

た

こ

の

コ

ー

ド

分

、

第

二

甲

板

ま

で

が

高

く

な

る

こ

と

に

な

り

ま

す

が

、

そ

れ

は

、

そ

こ

（

第

一

甲

板

）

で

、

全

て

の

種

類

の

武

器

に

加

え

、

大

砲

を

思

う

通

り

に

使

え

る

よ

う

に

す

る

た

め

で

す

が

、

そ

う

す

る

理

由

は

、

低

く

造

っ

た

時

の

よ

う

に

、

煙

が

妨

げ

に

な

っ

て

、

困

ら

さ

れ

る

こ

と

が

な

い

か

ら

で

す

。

そ

し

て

、

常

に

主

た

る

損

害

を

与

え

、

艦

隊

の

あ

ら

ゆ

る

船

が

避

け

え

な

い

の

は

火

事

で

あ

る

か

ら

で

、

こ

の

（

第

一

）

甲

板

は

、

船

首

か

ら

船

尾

に

至

る

ま

で

、

そ

し

て

左

舷

か

ら

右

舷

に

至

る

ま

で

遮

る

物

な

く

造

ら

れ

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

船

腹

線

、

ハ

ッ

チ

・

カ

バ

ー

と

両

舷

側

内

部

の

梁

受

け

材

は

隙

間

無

く

真

平

ら

に

、

極

め

て

し

っ

か

り

と

ま

い

は

だ

を

詰

め

、

ピ

ッ

チ

を

塗

り

、

タ

ー

ル

を

浸

し

た

布

を

詰

め

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

こ

の

甲

板

全

体

で

、

水

が

四

デ

ー

ド

以

上

注

ぎ

込

む

の

を

遮

る

た

め

に

、

一

パ

ル

モ

の

高

さ

が

あ

る

水

除

け

材

を

つ

け

ま

す

。

砲

兵

逹

と

人

々

は

、

こ

こ

（

厄

介

な

水

除

け

材

の

あ

る

所

）

を

歩

き

ま

わ

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

は

い

え

、

火

が

燃

え

移

ら

な

い

よ

う

に

し

、

全

て

が

破

壊

さ

れ

な

い

よ

う

に

す

る

た

め

に

は

大

変

安

全

で

す

。

こ

の

甲

板

に

は

、

既

に

述

べ

た

よ

う

に

、

一

辺

が

二

パ

ル

モ

の

四

角

い

砲

門

が

大

砲

の

た

め

に

作

ら

れ

て

い

ま

す

。

船

首

か

ら

船

尾

ま

で

全

て

に

在

り

、

大

砲

監

督

官

と

砲

兵

達

の

章

で

述

べ

た

よ

う

に

、

そ

れ

に

は

金

輪

、

支

索

と

滑

車

装

置

付

き

の

板

が

付

い

て

い

ま

す

。

使

用

さ

れ

て

き

た

大

砲

に

は

様

々

な

形

が

あ

り

ま

す

が

、

私

と

し

て

は

、

我

々

の

船

で

使

う

の

に

も

っ

と

も

適

し

て

い

る

と

思

わ

れ

る

も

の

に

つ

い

て

話

を

し

ま

し

ょ

う

。

青

銅

、

そ

し

て

鉄

で

出

来

た

も

の

に

は

、

閉

鎖

式

と

、

ま

た

別

に

開

放

式

が

あ

り

ま

す

。

（*

３

）

鉄

製

の

も

の

に

つ

い

て

は

、

安

全

な

然

る

べ

き

鋳

鉄

だ

け

を

、

注

意

し

な

が

ら

使

う

べ

き

で

あ

る

と

、

私

は

考

え

ま

す

。

そ

う

で

な

い

も

の

（

低

品

質

の

鋳

鉄

）

は

全

て

、

人

を

殺

傷

す

る

恐

れ

が

あ

り

、

そ

う

し

た

も

の

の

入

手

が

可

能

で

あ

る

と

し

て

も

、

こ

れ

ら

を

使

っ

て

は

い

け

ま

せ

ん

。

青

銅

の

も

の

に

つ

い

て

は

、

閉

鎖

式

で

も

開

放

式

の

ど

ち

ら

で

も

、

実

効

を

あ

げ

ら

れ

る

の

は

、

そ

れ

ぞ

れ

が

良

い

薬

室

を

有

す

る

も

の

で

す

。

」 

こ

の

後

、

大

砲

の

使

用

上

の

注

意

、

様

々

な

武

器

、

戦

闘

に

あ

た

っ

て

の

注

意

な

ど

説

明

が

あ

り

、

第

四

部

が

終

わ

り

、

本

文

の

終

わ

り

と

も

な

っ

て

い

る

。 
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七

．

 

ト

ネ

ラ

ー

ダ

と

積

載

容

量

の

測

定

方

法 

  

古

く

か

ら

船

の

大

き

さ

は

そ

の

船

が

積

載

で

き

る

容

積

、

即

ち

容

量

で

表

現

さ

れ

て

き

た

。

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

の

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

ナ

オ

船

と

一

五

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

ナ

オ

船

も

、

そ

の

積

載

容

量

を

示

し

て

い

る

「

ト

ネ

ラ

ー

ダ

」

は

定

め

ら

れ

た

大

き

さ

の

樽

が

積

め

る

容

積

を

表

し

て

い

る

。

ス

ペ

イ

ン

王

立

ア

カ

デ

ミ

ー

の

ス

ペ

イ

ン

語

辞

典

に

は

ト

ネ

ラ

ー

ダ

に

つ

い

て

「

船

舶

の

容

量

の

た

め

の

古

い

度

量

衡

で

、

二

七

ア

ロ

ー

バ

半

の

樽

（

ト

ネ

ル

）

を

二

個

置

く

の

に

必

要

な

場

所

の

容

量

に

等

し

い

。

即

ち

八

立

方

コ

ー

ド

・

デ

・

リ

ベ

イ

ラ

で

あ

る

」

と

し

て

い

る

。

ス

ペ

イ

ン

の

各

種

の

海

事

用

語

辞

書

を

参

照

し

て

も

、

ほ

と

ん

ど

全

て

が

こ

の

定

義

を

踏

襲

し

て

い

る

。

コ

ー

ド

・

デ

・

リ

ベ

イ

ラ

に

つ

い

て

は

、

「

は

じ

め

に

」

で

示

し

た

よ

う

に

、

一

コ

ー

ド

・

デ

・

リ

ベ

イ

ラ

＝

〇

．

五

七

四

七

メ

ー

ト

ル

で

あ

る

こ

と

は

間

違

い

な

い

の

で

、

八

立

方

コ

ー

ド

・

デ

・

リ

ベ

イ

ラ

は

一

五

一

八

リ

ッ

ト

ル

と

な

る

。

問

題

は

、

二

七

ア

ロ

ー

バ

半

の

樽

で

あ

る

。

こ

の

頃

ア

ロ

ー

バ

は

通

常

は

重

量

を

表

す

度

量

衡

の

単

位

で

あ

っ

た

が

、

樽

の

よ

う

な

物

の

容

量

を

表

す

単

位

と

し

て

も

使

わ

れ

た

こ

と

は

、

王

立

ア

カ

デ

ミ

ー

の

ス

ペ

イ

ン

語

辞

典

に

も

出

て

い

る

が

、

現

代

の

メ

ー

ト

ル

法

で

い

く

ら

の

容

積

と

な

る

か

記

さ

れ

て

い

な

い

。

で

は

、

何

故

同

辞

典

が

「

八

立

方

コ

ー

ド

・

デ

・

リ

ベ

イ

ラ

」

と

い

う

は

っ

き

り

し

た

定

義

を

し

な

が

ら

「

二

七

ア

ロ

ー

バ

半

の

樽

を

二

個

置

く

の

に

必

要

な

場

所

」

と

言

う

内

容

が

は

っ

き

り

し

な

い

定

義

を

も

合

わ

せ

て

書

い

て

い

る

の

で

あ

ろ

う

か

。

そ

れ

は

「

二

七

ア

ロ

ー

バ

半

の

樽

」

と

い

う

の

が

カ

ス

テ

ィ

ー

リ

ャ

の

樽

を

表

す

こ

と

、

そ

し

て

そ

の

樽

を

二

個

置

く

た

め

の

ス

ペ

ー

ス

が

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

定

義

だ

か

ら

で

あ

る

。

す

な

わ

ち

、

二

個

の

樽

の

内

容

量

で

は

な

い

の

で

あ

る

。

当

時

の

樽

の

研

究

に

よ

る

と

、

一

樽

（

ピ

パ

と

も

ト

ネ

ル

と

も

言

っ

た

）

の

内

容

量

は

、

カ

ス

テ

ィ

ー

リ

ャ

の

樽

は

四

三

六

リ

ッ

ト

ル

、

カ

デ

ィ

ス

の

も

の

は

五

一

六

リ

ッ

ト

ル

、

そ

し

て

ア

ラ

ゴ

ン

と

カ

タ

ル

ー

ニ

ャ

の

も

の

が

四

八

三

リ

ッ

ト

ル

で

あ

っ

た

と

い

う

。

こ

れ

か

ら

逆

算

す

れ

ば

、

一

ア

ロ

ー

バ

は

一

五

．

八

五

リ

ッ

ト

ル

と

い

う

こ

と

に

な

る

。

従

っ

て

、

二

七

ア

ロ

ー

バ

半

に

つ

い

て

は

、

不

明

な

点

が

多

い

。

一

ト

ネ

ラ

ー

ダ

が

、

一

五

九

〇

年

以

前

は

八

立

方

コ

ー

ド

、

こ

の

年

以

降

は

八

立

方

コ

ー

ド

・

デ

・

リ

ベ

イ

ラ

で

あ

る

こ

と

は

、

疑

い

の

余

地

は

ほ

と

ん

ど

無

い

が

、

そ

の

出

典

は

今

一

つ

は

っ

き

り

し

な

い

。 

 

船

の

積

載

容

量

測

定

は

ア

ル

ケ

ー

オ

と

言

わ

れ

、

傭

船

契

約

、

徴

税

、

造

船

奨

励

金

の

交

付

の

た

め

に

使

わ

れ

た

が

、

特

に

国

家

に

と

っ

て

は

、

国

王

に

よ

る

徴

発

傭

船

料

（

ス

エ

ル

ド

）

を

決

め

る

た

め

に

重

要

で

あ

っ

た

。

し

た

が

っ

て

公

式

な

積

載

容

量

測

定

は

勅

令

で

定

め

ら

れ

た

「

積

載

容

量

測

定

士

（

ア

ル

ケ

ア

ド

ー

ル

）

」

、

「

寸

法

測

定

士

（

メ

デ

ィ

ド

ー

ル

）

」

に

よ

っ

て

行

わ

れ

た

。

古

く

は

実

際

に

樽

を

積

み

付

け

て

測

っ

た
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こ

と

も

あ

る

か

も

し

れ

な

い

が

、

実

際

は

、

物

差

し

を

持

っ

て

測

定

し

、

い

く

つ

の

樽

が

入

る

か

を

シ

ミ

ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

し

た

。

一

五

五

五

年

に

、

セ

ビ

リ

ャ

に

お

い

て

、

カ

ラ

ベ

ラ

船

の

「

ロ

ス

・

ト

レ

ス

・

マ

ー

ゴ

号

」

に

お

い

て

、

こ

の

よ

う

な

測

定

が

行

わ

れ

た

記

録

が

残

っ

て

い

る

の

を

、

ス

ペ

イ

ン

の

船

舶

史

家

ル

ビ

オ

・

セ

ラ

ー

ノ

が

紹

介

し

て

い

る

。(*

４)

。

そ

れ

に

よ

る

と

、

「

長

さ

が

三

二

コ

ー

ド

半

あ

る

下

の

甲

板

（

即

ち

船

倉

）

に

は

一

三

個

の

樽

が

入

る

。

左

舷

か

ら

右

舷

ま

で

の

船

幅

は

一

〇

コ

ー

ド

あ

り

、

七

樽

を

入

れ

る

に

は

半

コ

ー

ド

不

足

す

る

。

こ

の

下

の

甲

板

に

は

一

九

五

個

の

樽

が

入

る

。

上

の

甲

板

に

は

一

九

〇

樽

が

入

る

。

そ

こ

（

合

計

の

三

八

五

個

）

か

ら

三

分

の

一

を

引

く

と

二

五

六

樽

半

が

残

る

。

こ

の

三

分

の

一

に

、

六

四

樽

と

三

分

の

一

を

増

や

す

こ

と

に

よ

っ

て

二

五

パ

ー

セ

ン

ト

の

修

正

（

レ

フ

ァ

ク

シ

オ

ン

）

を

そ

れ

に

与

え

る

。
・

・

・

上

記

の

計

算

に

従

う

こ

と

に

よ

っ

て

、

こ

の

カ

ラ

ベ

ラ

船

は

一

六

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

半

の

容

量

を

持

つ

。

」

と

計

算

過

程

を

示

し

、

最

終

の

ト

ネ

ラ

ー

ダ

を

算

出

し

て

い

る

。

こ

の

算

式

で

は

、

い

く

つ

か

推

定

を

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

が

あ

る

。

ま

ず

、

三

分

の

一

を

引

い

て

い

る

こ

と

で

あ

る

が

、

こ

れ

は

、

船

首

と

船

尾

が

狭

ま

っ

て

い

る

部

分

を

、

船

の

下

部

が

内

接

す

る

立

方

体

の

内

に

占

め

る

割

合

が

三

分

の

一

と

考

え

、

こ

れ

を

差

し

引

い

た

の

で

あ

ろ

う

。

そ

の

こ

と

は

、

後

で

紹

介

す

る

一

五

六

〇

年

の

イ

ン

デ

ィ

ア

ス

総

文

書

館

が

所

蔵

す

る

「

船

を

造

る

時

に

使

い

慣

れ

て

い

る

寸

法

と

規

則

」

と

言

う

文

書

に

示

さ

れ

て

い

る

。

次

に

二

五

パ

ー

セ

ン

ト

の

修

正

で

あ

る

が

、

ル

ビ

オ

・

セ

ラ

ー

ノ

は

、

樽

の

計

算

が

「

ト

ネ

ル

」

で

数

え

ら

れ

た

も

の

を

「

ト

ネ

ラ

ー

ダ

」

に

変

換

す

る

係

数

と

考

え

て

い

る

。

ト

ネ

ル

と

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

関

係

に

つ

い

て

エ

ス

カ

ラ

ン

テ

・

デ

・

メ

ン

ド

ー

サ

は

「

航

海

の

路

程

」

の

中

で

「

我

ら

が

ス

ペ

イ

ン

に

お

い

て

は

、

こ

の

ト

ネ

ラ

ー

ダ

と

い

う

名

称

を

使

っ

て

き

た

し

、

現

在

も

使

っ

て

い

る

。

ビ

ス

カ

ヤ

の

船

乗

り

達

が

、

自

分

達

の

土

地

や

船

に

お

い

て

、

い

つ

も

荷

積

み

を

す

る

の

を

、

い

く

ら

の

ト

ネ

ル

と

、

話

し

た

り

測

っ

た

り

す

る

や

り

方

が

思

い

だ

さ

れ

る

。

彼

等

は

、

ト

ネ

ル

で

理

解

す

る

こ

と

を

常

と

し

て

い

る

。

し

か

し

、

全

て

が

一

つ

の

同

じ

も

の

で

は

な

く

、

一

つ

の

寸

法

で

も

な

い

。

何

故

な

ら

ば

、

ビ

ス

カ

ヤ

の

一

〇

ト

ネ

ル

は

、

我

々

の

一

二

ト

ネ

ラ

ー

ダ

だ

か

ら

で

あ

る

。

よ

っ

て

、

一

方

か

ら

他

方

へ

（

の

違

い

）

は

二

〇

パ

ー

セ

ン

ト

と

言

え

る

。

」

し

か

し

、

こ

れ

は

ビ

ス

カ

ヤ

の

ト

ネ

ル

の

話

で

あ

っ

て

、

カ

ス

テ

ィ

ー

リ

ャ

の

ト

ネ

ル

（

「

ト

ネ

ル

・

マ

ッ

チ

ョ

」

と

も

言

う

）

は

ト

ネ

ラ

ー

ダ

と

同

じ

も

の

で

あ

る

。

ま

た

、

ビ

ス

カ

ヤ

の

ト

ネ

ル

と

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

違

い

は

二

〇

パ

ー

セ

ン

ト

と

、

エ

ス

カ

ラ

ン

テ

・

デ

・

メ

ン

ド

ー

サ

は

言

っ

て

お

り

、

何

故

そ

れ

が

二

五

パ

ー

セ

ン

ト

に

な

る

の

か

わ

か

ら

な

い

。

そ

れ

で

も

ル

ビ

オ

・

セ

ラ

ー

ノ

が

、

ト

ネ

ル

を

ビ

ス

カ

ヤ

の

ト

ネ

ル

と

仮

定

し

た

場

合

、

こ

の

積

載

容

量

測

定

を

ま

と

め

る

と

次

の

よ

う

に

な

る

と

し

て

い

る

。 

  
 

 

下

部

の

船

倉

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

一

九

五

樽 
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上

部

の

船

倉

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

一

九

〇

樽

 
 

 

 
 

 

合

計

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

三

八

五

樽 

 
 

 

船

首

・

船

尾

の

狭

ま

り

分

（

１

／

３

）

・

・

・

マ

イ

ナ

ス

一

二

八

．

三

三

樽 

 
 

 

小

計

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

二

五

六

．

六

七

樽 

 
 

 

樽

数

を

ト

ネ

ル

に

変

換

（

二

樽

が

一

ト

ネ

ル

）

・

・

・

・

一

二

八

．

三

三

ト

ネ

ル

（

ビ

ス

カ

ヤ

の 

ト

ネ

ル

） 

 
 

 

二

五

パ

ー

セ

ン

ト

の

修

正

分

（

ト

ネ

ラ

ー

ダ

に

変

換

）

・

・

 

三

二

．

〇

八

ト

ネ

ル 

 
 

 

最

終

測

定

容

量

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ 

一

六

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ 

  

い

ず

れ

に

せ

よ

、

こ

の

積

載

容

量

の

測

定

方

法

は

、

樽

の

積

み

付

け

を

シ

ミ

ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

し

て

、

そ

の

個

数

か

ら

計

算

す

る

や

り

方

で

あ

る

が

、

次

第

に

簡

略

化

す

る

こ

と

が

図

ら

れ

た

。

要

は

ト

ネ

ラ

ー

ダ

＝

八

立

方

コ

ー

ド

を

利

用

す

る

方

法

で

あ

る

。

先

に

挙

げ

た

一

五

六

〇

年

の

「

船

を

造

る

時

に

使

い

慣

れ

て

い

る

寸

法

と

規

則

」

と

言

う

文

書

に

は

次

の

よ

う

に

書

い

て

あ

る

。 

 
 

 
 

 

長

さ

（

竜

骨

二

〇

）

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

二

〇 

 
 

 

と

幅(

一

〇)

を

掛

け

る

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ 

×

一

〇 

    

こ

れ

は

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

二

〇

〇 

 
 

こ

れ

を

高

さ

（

デ

ッ

キ

）

ま

で

（

八

）

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

×

八 

 
 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

一

六

〇

〇 

 
 

そ

し

て

合

算

し

た

も

の

か

ら

狭

ま

り

分

の

三

分

の

一

を

引

く

・

・

・

マ

イ

ナ

ス

五

三

三 

 
 

残

っ

た

も

の

が

船

の

容

量

で

あ

る

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

一

〇

六

七 

  

こ

の

計

算

は

、

コ

ー

ド

で

行

わ

れ

て

い

る

の

で

、

八

立

方

コ

ー

ド

で

割

れ

ば

、

一

三

三

ト

ネ

ル

と

な

る

。 

竜

骨

＝

Ｑ

、

船

幅

＝

Ｍ

、

甲

板

高

＝

Ｐ

と

す

る

と

、

こ

の

計

算

式

は

次

と

な

る

。 



  24  

   
こ

の

式

を

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

の

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

ナ

オ

船

に

適

用

し

て

み

よ

う

。 

Ｑ

＝

三

三

、

Ｍ

＝

一

六

、

Ｐ

＝

一

一

．

五

な

の

で

、

四

〇

四

八

立

方

コ

ー

ド

＝

五

〇

六

ト

ネ

ラ

ー

ダ 

と

な

り

、

二

七

パ

ー

セ

ン

ト

も

多

く

な

る

。

同

様

に

、

一

五

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

ナ

オ

船

に

適

用

す

る

と

、

三

六

八

ト

ネ

ラ

ー

ダ

と

倍

以

上

に

な

っ

て

し

ま

う

。 

 

こ

の

計

算

式

は

最

も

簡

単

な

式

で

、

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

の

船

に

適

用

し

て

も

、

実

情

に

合

っ

て

い

な

い

こ

と

が

わ

か

る

。

そ

の

た

め

、

い

ろ

い

ろ

な

計

算

式

が

作

ら

れ

た

よ

う

で

あ

る

が

、

も

う

一

例

、

少

し

工

夫

を

加

え

た

も

の

を

紹

介

す

る

。

そ

れ

は

、

極

め

て

要

領

よ

く

、

明

確

に

記

さ

れ

て

い

る

の

で

、

い

ろ

い

ろ

な

著

書

に

引

用

さ

れ

る

、

一

五

八

〇

年

に

ク

リ

ス

ト

バ

ル

・

デ

・

バ

ロ

ス

が

イ

ン

デ

ィ

ア

ス

審

議

会

に

送

っ

た

覚

書

で

あ

る

。 

 

「

最

初

に

測

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

は

、

船

の

最

も

幅

が

広

い

と

こ

ろ

で

あ

る

船

幅

で

あ

る

。

そ

し

て

、

そ

の

場

所

で

、

底

の

敷

板

か

ら

最

も

幅

が

広

い

と

こ

ろ

ま

で

高

さ

を

測

り

、

そ

し

て

こ

の

幅

と

高

さ

の

所

で

、

真

直

ぐ

に

全

長

を

測

る

。

（

幅

と

高

さ

の

）

寸

法

（

を

測

っ

た

所

の

）

下

で

は

測

ら

な

い

し

、

船

首

や

船

尾

で

（

全

長

を

測

る

の

）

で

も

な

い

。

こ

れ

を

し

た

ら

、

船

幅

の

半

分

と

上

記

の

高

さ

を

合

算

し

て

、

半

分

に

分

け

、

そ

の

一

つ

を

、

も

う

一

つ

（

の

船

幅

）

と

掛

け

合

わ

せ

る

。

そ

し

て

、

そ

の

合

算

に

掛

け

算

を

し

て

得

た

も

の

で

、

い

っ

た

ん

合

計

と

し

、

そ

れ

を

も

う

一

度

、

船

が

持

つ

全

長

を

測

っ

た

コ

ー

ド

と

掛

け

合

わ

せ

る

。

こ

の

掛

け

合

わ

せ

た

も

の

か

ら

五

パ

ー

セ

ン

ト

を

引

算

し

、

そ

こ

で

残

っ

た

も

の

を

八

で

割

り

、

そ

の

数

の

中

に

入

る

回

数

が

、

船

が

持

つ

で

あ

ろ

う

ト

ネ

ル

・

マ

ッ

チ

ョ

の

数

で

あ

る

。

陛

下

の

艦

隊

に

お

い

て

は

、

二

〇

パ

ー

セ

ン

ト

を

与

え

る

習

慣

で

あ

り

、

こ

の

よ

う

に

し

て

出

来

た

数

は

、

ト

ネ

ラ

ー

ダ

と

呼

ば

れ

る

。

」 

こ

の

五

パ

ー

セ

ン

ト

は

、

キ

ャ

ブ

ス

タ

ン

、

帆

柱

な

ど

が

船

内

で

占

拠

し

積

荷

空

間

と

数

え

ら

れ

な

い

も

の

で

あ

る

こ

と

は

、

別

の

例

で

説

明

で

き

る

。

二

〇

パ

ー

セ

ン

ト

を

与

え

る

こ

と

は

、

少

な

く

と

も

、

ト

ネ

ル

・

マ

ッ

チ

ョ

と

言

っ

て

い

る

の

で

、

ビ

ス

カ

ヤ

の

ト

ネ

ル

か

ら

ト

ネ

ラ

ー

ダ

へ

の

変

換

係

数

で

は

な

い

。

何

の

た

め

か

不

明

で

あ

る

。 

 

こ

れ

を

、

Ｑ

、

Ｍ

、

Ｐ

に

 

全

長

＝

Ｅ

を

加

え

て

数

式

で

次

に

表

す

。 

 

Q
×

M
×

P
－

Q
×

M
×

P
×

��
＝

�� Q
･M

･P
＝

x
立
方
ｺ
ｰ
ﾄ
ﾞ 
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こ

れ

に

、

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

の

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

と

一

五

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

ナ

オ

船

の

諸

寸

法

を

当

て

は

め

る

と

、

結

果

は

前

者

が

五

三

四

ト

ネ

ラ

ー

ダ

、

後

者

は

三

六

七

ト

ネ

ラ

ー

ダ

と

な

り

、

こ

の

式

で

も

い

ず

れ

も

大

き

く

な

る

し

、

先

に

紹

介

し

た

最

も

簡

単

な

式

よ

り

精

緻

に

な

っ

た

か

ど

う

か

も

疑

わ

し

い

。

そ

れ

は

、

調

整

項

目

の

扱

い

次

第

で

ど

の

よ

う

に

で

も

変

わ

る

か

ら

で

あ

る

。

一

六

一

三

年

と

一

六

一

八

年

の

勅

令

に

お

い

て

も

、

計

算

式

そ

の

も

の

、

あ

る

い

は

そ

の

適

用

の

仕

方

に

工

夫

は

な

さ

れ

る

が

、

ト

ネ

ラ

ー

ダ

が

持

つ

融

通

無

碍

な

性

格

が

変

わ

る

わ

け

で

は

な

か

っ

た

。

ト

ネ

ラ

ー

ダ

だ

け

に

よ

る

船

の

大

小

の

比

較

は

、

比

較

対

象

同

士

の

大

き

さ

が

よ

ほ

ど

違

う

場

合

で

な

い

と

あ

ま

り

意

味

は

な

い

。

ま

し

て

や

、

ポ

ル

ト

ガ

ル

船

と

の

ト

ネ

ラ

ー

ダ

に

よ

る

比

較

は

、

同

じ

ト

ネ

ラ

ー

ダ

と

い

う

名

称

を

使

用

し

て

い

て

も

、

ま

た

一

五

八

〇

年

に

ス

ペ

イ

ン

に

併

合

さ

れ

て

も

（

併

合

中

は

建

前

で

は

ス

ペ

イ

ン

の

勅

令

が

適

用

さ

れ

た

が

）

大

い

に

注

意

す

る

必

要

が

あ

る

。

 

  

八

．

 
 

結

論 

  

一

五

八

七

年

に

出

版

さ

れ

た

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

の

「

航

海

指

南

書

」

の

造

船

の

部

分

を

紹

介

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

当

時

の

ス

ペ

イ

ン

の

ナ

オ

あ

る

い

は

ガ

レ

オ

ン

と

い

わ

れ

る

船

が

ど

の

よ

う

な

も

の

で

あ

っ

た

か

を

、

そ

の

寸

法

と

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

を

中

心

に

紹

介

し

た

。

そ

の

寸

法

と

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

を

持

つ

船

の

設

計

に

は

、

単

純

な

が

ら

も

規

則

が

あ

り

、

そ

れ

が

ど

の

よ

う

な

も

の

で

あ

っ

た

か

を

説

明

し

た

。

ま

た

、

現

代

の

船

が

ト

ン

数

に

よ

っ

て

そ

の

大

き

さ

が

定

め

ら

れ

る

よ

う

に

、

当

時

の

船

の

大

き

さ

を

示

す

ト

ネ

ラ

ー

ダ

と

は

ど

の

よ

う

な

も

の

で

あ

っ

た

か

、

考

え

方

と

実

際

の

計

算

の

仕

方

を

紹

介

し

た

。

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

の

「

航

海

指

南

書

」

の

他

に

も

、

ト

メ

・

カ

ー

ノ

と

エ

ス

カ

ラ

ン

テ

・

デ

・

メ

ン

ド

ー

サ

が

書

い

た

重

要

な

書

物

も

あ

る

が

、

「

航

海

指

南

書

」

は

二

隻

の

船

の

図

面

を

示

し

て

く

れ

て

い

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

大

い

に

理

解

が

助

け

ら

れ

る

。

こ

の

本

が

出

版

さ

れ

た

時

期

は

、

ス

ペ

イ

ン

の

造

船

に

と

っ

て

、

革

新

の

時

代

を

迎

え

よ

う

と

し

た

時

期

12 M
× 
 12 M

＋
P�

2
× 18 ×E× 100−5

100
×�1

＋
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X
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に

あ

た

る

が

、

そ

の

こ

と

を

理

解

す

る

た

め

に

も

、

こ

れ

ら

の

図

面

は

大

き

な

価

値

を

有

し

て

い

る

。

一

七

世

紀

に

な

る

と

、

ス

ペ

イ

ン

は

他

国

に

は

例

を

見

な

い

こ

と

で

あ

る

が

、

法

律

に

よ

っ

て

船

の

設

計

を

規

則

化

し

て

、

設

計

の

質

を

高

め

、

ま

た

標

準

化

し

、

船

の

質

を

高

め

る

こ

と

を

狙

っ

た

の

で

あ

っ

た

。

し

か

し

、

新

大

陸

の

富

に

固

執

し

た

ス

ペ

イ

ン

の

経

済

は

次

第

に

時

代

に

取

り

残

さ

れ

て

行

き

、

国

力

が

低

下

す

る

と

、

海

上

の

覇

権

は

英

国

と

オ

ラ

ン

ダ

に

、

そ

し

て

フ

ラ

ン

ス

に

奪

わ

れ

、

造

船

技

術

も

こ

れ

ら

の

列

強

の

後

塵

を

拝

す

る

よ

う

に

な

っ

た

。

そ

し

て

、

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

の

時

代

か

ら

二

百

年

も

た

つ

と

、

最

大

の

ラ

イ

バ

ル

で

あ

っ

た

英

国

の

造

船

技

術

を

、

あ

ら

ゆ

る

手

段

を

講

じ

て

導

入

せ

ざ

る

を

得

な

く

な

っ

た

の

で

あ

っ

た

。 

   

註 （*

１

） 

原

文

で

は

「

船

尾

の

最

後

の

重

要

肋

材

が

据

え

ら

れ

」

と

な

っ

て

い

る

が

重

要

肋

材

は

合

計

で

一

四

本

し

か

な

い

の

で

、

単

に

「

肋

材

」

と

解

し

た

。 

（*

２

）

フ

ェ

ル

ソ(ferso)

の

意

味

が

不

明

。

帆

布

の

反

物

の

幅

と

考

え

た

い

と

こ

ろ

で

あ

る

が

、

次

の

理

由

か

ら

そ

う

で

は

な

い

の

で

、

単

に

条

布

と

訳

し

た

。

主

帆

の

幅

は

三

七

コ

ー

ド

（

即

ち

二

〇

．

六

二

メ

ー

ト

ル

）

で

一

二

フ

ェ

ル

ソ

な

の

で

、

一

フ

ェ

ル

ソ

が

一

．

七

二

メ

ー

ト

ル

と

な

る

。

ト

ッ

プ

ス

ル

の

帆

布

は

三

七

コ

ー

ド

（

即

ち

二

〇

．

六

二

メ

ー

ト

ル

）

で

、

ト

ッ

プ

ス

ル

の

図

に

は

フ

ェ

ル

ソ

と

は

記

さ

れ

て

い

な

い

が

、

一

八

条

が

描

か

れ

て

お

り

、

一

条

が

一

．

一

五

メ

ー

ト

ル

と

な

る

。

バ

ル

セ

ロ

ー

ナ

海

事

博

物

館

出

版

の

「

一

七

世

紀

の

ス

ペ

イ

ン

の

ガ

レ

オ

ン

船

 

第

二

巻

」

等

に

よ

る

と

、

当

時

の

帆

布

の

反

物

の

幅

は

、

織

機

の

制

限

か

ら

〇

．

六

～

〇

．

七

メ

ー

ト

ル

な

の

で

、

一

～

一

．

七

メ

ー

ト

ル

と

い

う

大

き

さ

は

、

帆

布

の

反

物

の

織

っ

た

ま

ま

の

幅

で

は

な

い

。 

（*

３

）

閉

鎖

式

は

、

砲

口

か

ら

火

薬

と

弾

丸

を

共

に

装

入

し

、

砲

腔

の

最

後

に

点

火

用

の

穴

が

開

い

て

い

る

だ

け

な

の

で

閉

鎖

式

と

言

う

。

開

放

式

は

、

砲

腔

の

後

ろ

の

上

部

が

切

り

取

ら

れ

、

こ

こ

か

ら

火

薬

袋

を

詰

め

た

カ

ー

ト

リ

ッ

ヂ

を

挿

入

す

る

大

砲

で

、

大

型

の

発

射

力

が

強

い

大

砲

に

は

使

わ

れ

な

か

っ

た

。 

（*

４

）J
osé L

u
is R

u
b
io S

erra
n

o “A
rq

u
itectu

ra
 d

e la
s N

a
os y

 G
a

leon
es d

e la
s F

lota
s d

e In
d

ia
s (1

4
9

2
-1

5
9

0
),1

6
6

p
a

g
e 
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「400 トネラーダの船

ナオ

の側面図」 

竜骨(Q) 

全長(E) 

船尾のランサンテ

(Lc) 

船首のランサンテ 

(Lr) 

船倉 

第一甲板 

第二甲板(デッキ) 

甲板高(P) 

 

3 本の船腰板 

船首材 
船尾材 

梁 

船尾のラセール 
船首のラセール 

船首のアスティーリャ 船尾のアスティーリャ 

添付１ 

「400 トネラーダの船

ナオ

の断面図」 

船底幅(Pl) 
船幅(M) 

甲

板

高 

(P) 

アスティーリャ 

アスティーリャ 
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添付 2 

添付 3 

ガルシア・デ・パラシオの「400 トネラーダの船の平面図の推定」 

                     （単位：コード） 

ガルシア・デ・パラシオ「150 トネラーダの船の平面図」 

                       （単位：コード） 

15 14 98

46

7 10 15 
12 15 
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船首楼 船尾甲板 

船尾のアスティーリャ 

ガルシア・デ・パラシオ「150 トネラーダの船の側面図」 （単位：コード） 

35 

7：船首のランサンテ 4:船尾のランサンテ 

46 

甲板高:7 

A 断面 C 断面 B 断面 

船首のアスティーリャ 

第 1 甲板 

第 2 甲板 
中央肋材 

ガルシア・デ・パラシオ「150 トネラーダの船の断面図」 

                      （単位：コード） 

A 断面 B 断面 C 断面 

4:船底幅 

13:ﾃﾞｯｷでの舷側間長さ 

14:船幅 

3 本の船腰板 
3 本の船腰板 

船倉の梁 
9:甲板高 
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添付４ 
ガルシア・デ・パラシオの 400 トネラーダの船と 

150 トネラーダの船３D-CG 化図像（筆者作成） 

400 トネラーダの船 

150 トネラーダの船 
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150 ﾄﾈﾗｰﾀﾞの船の中央断面 

中心点を中心軸からずらした

二つの円弧を推定 

添付５ 
400 トネラーダと 150 トネラーダの両船の船殻断面輪郭の比較 

400 ﾄﾈﾗｰﾀﾞの船の中央断面 

一つの円弧による設計を想定し

て円を描いたが、中心点が高くな

りすぎ、かつ弧が船側の上部では

み出してしまい、一つの半円によ

る設計ではないと考える。 
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ｃ:18.8 

竜骨:34 

3 

3 

4.5 

ガルシア・デ・パラシオの 400 トネラーダの船の帆柱と帆桁 

〔長さの単位：コード〕 
ア:16 

ａ:24 

A:46 

あ:37 

竜骨+ﾗﾝｻﾝﾃ:46 

甲板高

プ ン タ ル

:11.5 

イ:20 

ｂ:19 

B:34 

い:25～30 

第

一

甲

板 

添付６ 

帆柱  帆桁 

A メイン・ロワー・マスト あ メイン・ヤード 

B フォア・ロワー・マスト い フォア・ヤード 

C ミズン・ロワー・マスト う スプリットセール・ヤード 

D ボースプリット え ラテン・セール 

ａ メイン・トップ・マスト ア メイン・トップスル・ヤード 

ｂ フォア・トップ・マスト イ フォア・トップスル・ヤード 

ｃ ミズン・トップ・マスト   
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帆柱と帆桁の長さの計算式（コード）とメートル長 

 

(1 コード＝55.73cm) 

A 竜骨長:34＋船首尾のランサンテ:12＝46 コード 25.6 ﾒｰﾄﾙ 

B 竜骨長:34＝34 コード 18.9 ﾒｰﾄﾙ 

C D:28=28 コード 15.6 ﾒｰﾄﾙ 

D B:34－34×1/5＝34×4/5＝28 コード、（または B:34＝34) 15.6 ﾒｰﾄﾙ 

ａ 船幅:16×1.5＝24 コード 13.4 ﾒｰﾄﾙ 

ｂ a:24－24×1/5＝24×4/5＝19.2≒19 コード 10.6 ﾒｰﾄﾙ 

ｃ C:28－28×1/3＝28×2/3＝18.8 コード 10.4 ﾒｰﾄﾙ 

あ 37 コード（第 11 章） 20.6 ﾒｰﾄﾙ 

い え:37.5－37.5×1/3＝37.5×2/3＝25 コード 

あ:37－37×1/4＝37×3/4＝27.8 コード① 

あ:37－37×1/5＝37×4/5＝29.6 コード（第 11 章）② 

13.9 ﾒｰﾄﾙ 

15.5 ﾒｰﾄﾙ 

16.5 ﾒｰﾄﾙ 

う い:25－25×1/4＝25×3/4＝18.8 コード 

い①:27.75－27.75×1/4＝27.75×3/4＝20.8 コード 

い②:27.75－27.75×1/5＝27.75×4/5＝22.2 コード 

10.4 ﾒｰﾄﾙ 

11.6 ﾒｰﾄﾙ 

12.4 ﾒｰﾄﾙ 

え 船幅:16×2＋16×1/3＝37.33＝37.5 コード 20.9 ﾒｰﾄﾙ 

ア い:25=25 コード、（27.8 コード、29.6 コード） 

船幅:16＝16 コード 

13.9 ﾒｰﾄﾙ 

8.9 ﾒｰﾄﾙ 

イ い:25－25×1/5＝25×4/5＝20 

い①:27.758－27.75×1/5＝27.75×4/5＝22.2 コード 

い②:29.6－29.6×1/5＝29.6×4/5＝23.7 コード 

11.1 ﾒｰﾄﾙ 

12.4 ﾒｰﾄﾙ 

13.2 ﾒｰﾄﾙ 
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策目(クリングル）        ボンネット  大帆の A.M.G.P と書いたかがり穴に 

       レーシング紐                入れる「クラーベ(鍵の意味)」A.M.G.P 

        

添付７ 大帆（パパイーゴ） 
帆桁端 

縦縁 

（リーチ） 

大索目 

下縁(フット・ロープ・リーチ) かがり穴、A,M,G,P の穴にはﾎﾞﾝﾈｯﾄの A,M,G,P

のｸﾗｰﾍﾞが入る 
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添付８ 主檣のトップスル 

ラテン帆 

策目 

事前に裁断された部分 

真中 

追加された部分 

リーチ 

三つ目滑車 

帆の下部 

帆

ほ

脚

あし

綱

づな

(ｼｰﾄ) 
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添付 9 

フェルナンド・オリヴェイラによる船首と船尾の円弧による設計 

14° 

ガルシア・デ・パラシオの 400 トネラーダの船の船首と船尾に円弧を適応 

 

3 個の円の中心：上の点からﾗﾝｻﾐｴﾝﾄの大中小、 

即ち、外から内へ 3 円弧に対応 

 
 

49°  

 

  
 

 
 18° 
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